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訳
注

 
本
篇
に
は
、
B
「
猛
虎
行
」
・
1
4

の
訳
注
を
掲
載
す
る
。

13

ﾊ
離
曲

「
別
離
曲
」
(
と
も
に
中
華
選
局
『
張
籍
詩
集
』
巻
こ

【
題
解
】

 
「
猛
虎
行
」
は
楽
府
題
。
郭
茂
情
『
楽
府
詩
集
』
巻
三
一
で
は
、
相
和
歌
辞
・
平
調
曲

に
属
す
る
。
「
平
調
曲
」
の
解
題
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

 
『
古
今
楽
録
』
日
、
「
王
僧
虚
『
大
明
三
年
宴
楽
技
録
』
、
平
調
有
七
曲
、
 
一
日
『
長
歌

行
』
、
二
日
『
短
歌
行
』
、
三
日
『
猛
虎
行
』
、
四
日
『
君
子
行
』
、
五
日
『
燕
歌
行
』
、
六

日
『
従
軍
行
』
、
七
日
『
鞠
歌
行
』
。
筍
氏
録
所
載
十
二
曲
、
伝
者
五
曲
。
武
帝
「
周
西
」
、

「
対
酒
」
、
文
意
「
仰
謄
」
、
並
『
短
歌
行
』
。
文
帝
「
秋
風
」
「
別
日
」
、
並
『
燕
歌
行
』

是
也
。
其
七
曲
今
不
伝
。
文
帝
「
功
名
」
、
明
言
「
青
青
」
、
並
『
長
歌
行
』
、
武
帝
「
三

年
」
、
明
帝
「
双
桐
」
、
並
『
猛
虎
行
』
。
「
燕
趙
」
、
『
君
子
行
』
。
左
延
年
「
苦
哉
」
、
『
従

軍
行
』
、
「
雅
朝
飛
」
、
『
短
歌
行
』
是
也
」
。

 
『
古
今
楽
録
』
(
陳
・
釈
智
匠
)
に
曰
く
、
「
王
僧
度
(
劉
宋
)
『
大
明
三
年
宴
楽
技
録
』

に
、
平
調
に
七
曲
有
り
、
 
一
に
『
長
歌
行
』
と
日
い
、
二
に
『
短
歌
行
』
と
日
い
、
三
に

『
猛
虎
行
』
と
日
い
、
四
に
『
君
子
行
』
と
日
い
、
五
に
『
燕
歌
行
』
と
日
い
、
六
に
『
従

軍
行
』
と
日
い
、
七
に
『
鞠
歌
行
』
と
日
う
。
筍
氏
録
(
晋
・
萄
島
)
の
載
す
る
所
の
十

二
曲
、
伝
わ
る
者
は
五
曲
。
武
帝
「
周
西
」
「
対
酒
」
、
文
帝
「
仰
晦
」
は
、
並
び
に
『
短

歌
行
』
。
文
帝
「
秋
風
」
「
別
日
」
は
、
並
び
に
『
燕
歌
行
』
是
れ
な
り
。
其
の
七
曲
は
今

伝
わ
ら
ず
。
文
帝
「
功
名
」
、
明
帝
「
青
青
」
は
、
並
び
に
『
長
歌
行
』
、
武
帝
「
吾
年
」
、

明
帝
「
双
桐
」
は
、
並
び
に
『
猛
虎
行
』
。
「
燕
趙
」
は
、
『
君
子
行
』
。
左
延
年
の
「
苦
哉
」

は
、
『
従
軍
行
』
、
「
堆
朝
旦
」
は
、
『
短
歌
行
』
是
な
り
」
と
。
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「
猛
虎
行
」
は
七
つ
あ
る
平
調
曲
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
魏
の
武
帝
と
明
帝
の
「
猛
虎
行
」

は
、
晋
の
荷
筋
の
頃
に
は
あ
っ
た
が
、
劉
宋
の
大
明
三
年
(
四
五
九
)
に
は
す
で
に
伝
わ

っ
て
い
な
か
っ
た
。
魏
明
帝
の
作
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
『
藝
文
類
聚
』
や
『
初
学
記
』

に
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
武
帝
の
「
吾
年
」
で
始
ま
る
と
さ
れ
る
「
猛
虎
行
」
は
、
現
在

伝
わ
っ
て
い
な
い
。

 
ま
た
、
「
猛
虎
行
」
の
解
題
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

 
古
辞
日
、
「
飢
不
従
猛
虎
食
、
暮
不
肖
野
壷
棲
。
山
雀
安
無
巣
、
遊
子
為
中
川
」
。
魏
明

帝
辞
日
、
「
双
桐
生
空
枝
、
枝
葉
自
治
加
。
長
泉
二
士
根
、
玄
雨
雪
其
何
」
。
『
古
今
楽
録
』

日
、
「
『
猛
虎
行
』
、
王
謡
歌
『
技
録
』
日
、
『
筍
録
所
載
、
明
帝
『
双
桐
』
一
篇
、
今
不
伝
」
。

『
楽
府
解
題
』
日
、
「
晋
陸
機
云
、
『
渇
不
飲
盗
泉
水
』
.
 
言
従
常
吉
、
番
士
介
、
不
以
戴

剣
改
節
也
。
又
有
『
双
桐
生
空
井
』
、
溶
出
於
此
」
。

 
古
辞
に
曰
く
、
「
飢
う
る
も
猛
虎
に
従
い
て
食
ら
わ
ず
、
出
る
る
も
野
雀
従
い
て
棲
ま

ず
。
野
雀
 
安
ん
ぞ
巣
無
か
ら
ん
や
、
遊
子
 
誰
が
為
に
か
驕
れ
る
」
と
。
魏
の
明
帝
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
そ

辞
に
曰
く
、
「
双
桐
 
空
枝
を
生
じ
、
枝
葉
 
自
ら
相
加
う
。
通
泉
 
其
の
根
に
概
ぎ
、

玄
雨
 
其
の
何
を
潤
す
」
と
。
『
古
今
楽
録
』
に
日
く
、
「
『
猛
虎
行
』
、
王
僧
度
『
技
録
』

に
曰
く
、
『
荷
録
の
載
す
る
所
、
明
帝
の
『
双
桐
』
の
一
篇
は
、
今
 
伝
わ
ら
ず
』
と
」

と
。
『
楽
府
解
題
』
(
唐
・
呉
競
作
)
に
日
く
、
「
晋
の
陸
機
云
う
『
渇
す
る
も
盗
泉
の
水

を
飲
ま
ず
』
と
は
、
遠
役
に
従
う
も
、
猶
お
取
介
と
し
て
、
顛
険
を
以
て
節
を
改
め
ざ
る

を
言
う
な
り
。
又
『
双
桐
生
空
井
』
(
魏
明
帝
)
有
る
も
、
亦
た
此
に
出
づ
」
と
。

 
『
楽
府
詩
集
』
に
は
、
唐
以
前
で
は
魏
文
帝
、
陸
機
、
属
託
連
(
二
首
)
の
作
、
唐
代

に
入
り
儲
光
義
、
李
白
、
張
籍
と
同
時
代
の
韓
愈
、
李
賀
、
後
で
は
輪
止
五
代
の
斉
己
の

詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
斉
己
の
後
に
載
せ
ら
れ
る
梁
簡
文
帝
の
作
は
、
詩
題
が

「
双
桐
生
空
井
」
と
な
っ
て
お
り
「
猛
虎
行
」
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
魏
明
帝
「
猛
虎
行
」

の
一
句
を
そ
の
ま
ま
詩
題
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
楽
府
詩
集
』
が
簡
文
帝
の
こ
の
詩
を

歴
代
「
猛
虎
行
」
の
末
に
付
し
て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る

(
内
容
的
に
も
類
似
)
。

 
な
お
、
『
楽
府
詩
集
』
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
、
「
古
猛
虎
行
」
(
古
辞
。
不
完

篇
で
、
郭
茂
情
解
題
に
引
か
れ
る
四
句
以
外
に
四
句
が
存
す
る
)
、
魏
明
帝
(
『
藝
文
類
聚
』

巻
二
八
・
『
初
学
記
』
掌
理
ほ
か
)
、
劉
宋
の
二
十
(
『
文
選
』
巻
四
六
乗
下
「
王
文
憲
集

序
」
の
李
善
注
に
四
句
が
引
か
れ
る
)
、
同
じ
く
劉
宋
の
筍
雍
(
『
太
平
御
覧
』
巻
三
五
一

に
二
句
が
引
か
れ
る
)
、
唐
末
の
李
威
用
(
『
全
唐
詩
』
巻
六
四
四
)
の
も
の
が
あ
る
。
ま

た
、
先
の
楽
府
解
題
よ
り
、
魏
武
帝
に
も
同
題
の
楽
府
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
今

は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

 
歴
代
「
猛
虎
行
」
に
お
け
る
張
籍
の
詩
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
【
補
】
で
詳
し
く
述
べ

る
こ
と
に
す
る
。

【
本
文
・
書
き
下
し
文
】

1
南
山
北
山
樹
冥
冥

2
猛
虎
白
日
続
林
行

3
向
晩
一
身
當
道
食

4
山
中
塵
土
尽
無
聲

5
年
年
養
子
在
空
谷

6
雌
雄
上
山
不
相
論

7
谷
中
結
納
有
山
村

8
長
向
村
家
取
黄
積

9
五
陵
年
少
不
敢
射

10

�
ﾒ
林
下
言
行
 

南
山
 
北
山
 
樹
冥
冥
た
り

猛
虎
 
白
日
 
林
を
降
り
て
行
く

 
 
な
ん
な
ん

晩
に
向
と
し
て
 
一
身
 
道
に
当
た
り
て
食
ら
え
ば

 
 
 
 
 
 
こ
レ
 
 
こ
レ
 

山
中
の
塵
鹿
 
 
尽
く
声
無
し

年
年
 
子
を
養
い
て
 
空
谷
に
在
り

雌
雄
 
山
に
上
り
て
 
相
逐
わ
ず

谷
中
 
窟
に
近
づ
き
て
山
村
有
り

長
に
村
家
に
向
か
い
て
 
黄
牛
を
取
る

五
陵
の
年
少
 
敢
え
て
射
せ
ず

空
し
く
林
下
に
来
り
て
 
行
 
を
看
る
の
み

【
口
語
訳
】

1
南
の
山
に
も
 
北
の
山
に
も
 
樹
木
が
う
っ
そ
う
と
茂
り

2
猛
虎
は
 
日
中
 
そ
の
林
の
な
か
を
め
ぐ
り
歩
く

3
夜
に
な
ろ
う
と
す
る
頃
 
ひ
と
り
道
で
獲
物
を
食
ら
え
ば

4
山
中
の
塵
鹿
た
ち
は
 
み
な
音
も
立
て
な
い
で
い
る

5
毎
年
 
子
を
深
い
谷
で
育
て

6
そ
の
た
め
雌
と
雄
は
 
山
に
上
る
時
 
一
緒
に
行
動
し
な
い

7
谷
の
中
 
洞
窟
の
近
く
に
山
村
が
あ
り

8
虎
は
い
つ
も
村
の
民
家
に
行
っ
て
 
子
牛
を
つ
か
ま
え
て
く
る

9
五
陵
の
若
者
た
ち
は
 
自
分
か
ら
進
ん
で
弓
で
射
ろ
う
と
は
せ
ず
に

10

ｽ
だ
林
下
に
や
っ
て
き
て
 
そ
の
足
跡
を
見
守
る
ば
か
り

射谷下＿
・・ P押
 逐下弓
1・平一
入積一
声1五
二入青
  ナ  

へ

＿戸
立一行
 屋1
  下
  平

【
語
釈
】

二
庚
、
声
一
下
平
一
四
清
(
古
詩
通
押
)
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1
・
2
 
南
山
北
山
樹
冥
冥
、
猛
虎
白
日
続
林
行

〔
南
山
北
山
〕
南
の
山
に
も
北
の
山
に
も
。
具
体
的
に
指
す
山
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
後
に
「
五
陵
」
(
前
漢
の
皇
帝
の
陵
墓
で
長
安
の
東
南
郊
外
に
あ
る
)
と
地
名
が

出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
「
年
少
」
(
若
者
)
を
修
飾
語
し
て
一
般
名
詞
化
さ
れ
て
お
り
、
「
南

山
北
山
」
も
、
特
に
五
陵
付
近
の
山
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
。

 
「
南
山
」
「
北
山
」
と
も
に
『
長
詩
』
に
見
え
る
古
い
言
葉
で
あ
り
、
「
小
雅
・
南
山
有

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
げ

皇
」
に
、
「
南
山
有
壷
、
北
山
有
莱
」
(
南
山
に
壷
有
り
、
北
山
に
莱
有
り
)
と
、
二
つ
の

山
が
併
称
さ
れ
、
し
か
も
張
籍
と
同
じ
く
山
に
草
木
が
茂
る
様
子
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

 
唐
詩
で
「
南
山
」
と
「
北
山
」
が
併
称
さ
れ
る
例
は
、
例
え
ば
儲
光
義
「
同
王
十
三
維

偶
然
作
十
首
」
其
二
(
『
全
唐
詩
』
巻
＝
二
七
)
に
、
「
北
山
種
松
柏
、
南
山
種
羨
黎
」
(
北

山
に
松
柏
を
種
え
、
南
山
に
羨
黎
を
種
う
)
と
見
え
る
。

 
な
お
、
「
南
山
」
と
虎
と
の
関
係
は
、
李
白
「
白
馬
篇
」
(
王
碕
注
本
巻
五
)
に
、
「
弓

催
南
山
虎
、
手
平
太
行
管
」
(
弓
は
南
山
の
虎
を
耀
き
、
手
は
太
行
の
揉
に
接
す
)
と
見

え
る
。
李
白
の
詩
は
、
後
の
「
五
霞
年
少
」
の
【
語
釈
】
で
も
触
れ
る
。

〔
冥
冥
〕
樹
木
が
欝
蒼
と
茂
る
さ
ま
。
古
く
『
毛
様
』
小
雅
「
無
将
大
車
」
に
、
「
無
将

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
す

大
車
、
維
塵
冥
冥
」
(
大
車
を
将
む
る
無
か
れ
、
維
れ
塵
冥
冥
た
り
)
と
あ
る
。
こ
れ
は

塵
が
立
ち
こ
め
て
暗
い
様
子
を
言
う
。
『
楚
辞
』
九
章
「
古
里
」
に
、
「
深
林
杳
以
冥
冥
分
、

獲
狭
之
所
居
」
(
深
林
 
杳
と
し
て
以
て
冥
冥
た
り
、
混
織
の
居
る
所
な
り
)
と
あ
る
の

は
、
張
籍
と
同
じ
く
樹
に
覆
わ
れ
た
深
い
林
の
様
子
を
言
う
。
王
置
注
に
「
山
林
草
木
茂

貌
」
(
山
林
の
草
木
の
茂
る
貌
)
と
言
う
。

 
唐
詩
に
も
用
例
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
樹
木
が
茂
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
葉
希

寂
「
贈
張
敬
語
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
一
四
)
に
、
「
大
河
東
北
望
桃
林
、
雑
著
冥
冥
結
翠

陰
」
(
大
河
の
東
北
 
桃
林
を
望
み
、
雑
樹
冥
冥
と
し
て
翠
陰
を
結
ぶ
)
と
あ
り
、
張
籍

と
同
じ
く
「
樹
」
と
一
緒
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
送
籍
に
は
こ
の
一
例
の
み
。

〔
猛
虎
〕
猛
々
し
い
虎
。
「
猛
虎
」
の
こ
と
ば
自
体
は
、
古
く
『
礼
記
』
檀
弓
下
に
「
苛

政
猛
於
虎
也
」
(
苛
政
は
虎
よ
り
も
直
し
)
と
あ
る
。
「
猛
虎
」
を
熟
語
で
用
い
た
も
の
に
、

『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
孫
引
「
報
任
少
卿
書
」
に
、
「
猛
虎
処
深
山
、
百
獣
震
恐
」
(
猛
虎

深
山
に
図
り
、
百
獣
震
恐
す
)
と
あ
り
、
ま
た
、
詩
の
用
例
で
は
、
李
陵
の
詩
(
『
文
選
』

巻
四
三
孫
楚
「
為
石
仲
容
与
孫
皓
書
」
李
善
注
所
引
)
に
、
「
幸
託
不
肖
躯
、
且
当
猛
虎

歩
」
(
幸
わ
く
は
不
肖
の
躯
に
託
し
、
且
く
猛
虎
の
歩
み
に
当
た
ら
ん
こ
と
を
)
と
あ
る
。

「
虎
歩
」
は
挙
動
の
威
武
あ
る
を
言
う
。
唐
詩
に
も
用
例
が
多
く
、
杜
甫
も
た
く
さ
ん
使

っ
て
い
る
。

 
な
お
、
虎
が
深
い
山
の
な
か
に
い
る
こ
と
は
、

虎
深
山
に
処
る
」
と
見
え
た
。

先
の
司
馬
遷
「
報
任
少
回
書
」
に
、
「
猛

〔
白
日
〕
太
陽
の
出
て
い
る
時
間
。
日
中
。
3
句
の
「
晩
」
に
対
応
し
て
い
る
。
虎
の
習

性
と
し
て
、
昼
間
は
日
の
当
た
ら
な
い
林
の
中
で
過
ご
し
、
夜
に
な
っ
て
行
動
す
る
。
韓

愈
「
猛
虎
行
」
(
『
繋
年
集
釈
』
巻
一
二
)
に
、
「
正
直
当
御
眠
、
眼
有
百
尺
威
」
(
正
昼

酒
に
当
た
り
て
眠
れ
ば
、
眼
に
百
尺
の
威
有
り
)
と
あ
る
。

 
張
籍
に
こ
の
他
九
例
。
1
「
平
居
」
に
も
、
「
寒
天
白
日
短
、
管
下
皇
威
躯
」
(
寒
天

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
た
た

白
日
短
く
、
管
下
 
我
が
躯
を
警
む
)
と
見
え
た
。

〔
続
林
行
〕
林
の
中
を
め
ぐ
り
歩
く
。
昼
間
の
虎
の
行
動
を
言
う
。

 
あ
る
場
所
を
続
(
邊
)
る
と
い
う
の
は
古
く
か
ら
あ
る
表
現
。
「
続
林
」
(
邊
林
)
は
唐

詩
に
い
く
つ
か
用
例
が
見
え
る
が
、
動
物
を
主
語
と
し
た
例
は
、
堂
下
「
奉
和
聖
製
過
寧

王
宅
応
制
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
八
七
)
に
、
「
議
院
龍
身
請
、
二
宮
鳳
邊
林
」
(
竹
院
に
 
龍

は
笛
を
鳴
ら
し
、
梧
宮
に
 
鳳
は
林
を
邊
る
)
、
李
白
「
蜀
道
難
」
(
王
碕
注
本
巻
三
)
、
「
但

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
け

見
悲
鳥
号
古
木
、
雄
飛
申
出
続
林
間
」
(
但
だ
見
る
 
悲
鳥
 
古
木
に
飛
び
、
雄
は
飛
び

雌
は
従
い
て
林
間
を
続
る
を
)
と
あ
る
の
は
、
鳥
の
動
作
を
言
う
。
ま
た
、
同
時
代
の
元

積
「
耳
鼻
校
書
新
題
楽
府
十
二
首
・
五
弦
弾
」
(
『
元
積
集
』
巻
二
四
)
に
は
、
「
群
雄
皓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
な

鶴
警
食
溜
、
背
子
三
猿
続
林
囎
」
(
雄
に
辞
せ
し
皓
鶴
は
 
露
に
警
え
て
葺
き
、
子
を
失

い
し
巴
猿
は
 
林
を
誇
り
て
囎
く
)
と
、
猿
の
行
動
と
し
て
見
え
る
。

 
張
籍
に
も
う
一
例
。
3
2
「
憶
遠
曲
」
に
、
「
水
上
山
沈
沈
、
征
途
預
託
林
」
(
水
上
 
山

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沈
沈
と
し
て
、
征
途
 
復
た
林
を
叢
る
)
と
あ
る
の
は
、
道
が
林
の
中
を
通
っ
て
い
る
と

い
う
意
味
。
ま
た
「
続
行
」
の
用
例
が
、
3
8
「
春
日
行
」
に
、
「
樹
樹
股
勤
尽
続
行
、
肇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

枝
未
遍
春
日
瞑
」
(
樹
樹
 
股
下
に
尽
く
続
り
行
き
、
枝
を
肇
ず
る
こ
と
未
だ
遍
か
ざ
る

に
 
春
日
瞑
し
)
と
見
え
る
。

 
『
英
華
』
は
「
緯
村
」
(
村
を
緯
る
)
に
作
り
、
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
昼
間
か
ら
村
に
出

て
き
て
荒
ら
し
回
る
猛
虎
の
横
暴
ぶ
り
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
句
が
1
句

の
「
樹
冥
冥
」
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
1
～
4
句
が
山
中
で
の
虎
と
獣
の
関
係
を
詠
じ
て

い
る
こ
と
、
村
民
と
の
関
係
は
後
の
5
～
8
句
で
詠
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ

こ
は
「
続
林
」
の
方
が
相
応
し
い
と
考
え
る
。
昼
間
は
山
中
に
潜
ん
で
い
る
虎
が
、
夜
に

な
っ
て
積
極
的
に
行
動
す
る
と
い
う
虎
の
習
性
を
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
虎
と
林
と
の
関
連
は
、
陸
機
「
苦
寒
行
」
(
『
文
選
』
巻
二
八
)
に
、
「
猛
虎
懸

魚
囎
、
玄
猿
沿
岸
嘆
」
(
猛
虎
 
林
に
糠
り
て
囎
き
、
玄
猿
 
岸
に
臨
み
て
嘆
く
)
と
あ

る
。
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3
・
4
 
向
晩
一
身
当
道
食
、
山
中
塵
鹿
尽
無
声

〔
向
晩
〕
晩
に
な
ろ
う
と
す
る
。
「
向
」
は
「
な
ん
な
ん
と
す
」
。
唐
詩
に
も
用
例
多
い
。

張
籍
自
身
に
こ
の
他
二
例
。
4
3
「
江
南
春
」
、
「
難
壁
青
山
下
、
誰
家
祭
水
神
」
(
晩
に
向

と
す
 
青
山
下
、
誰
が
家
ぞ
 
水
神
を
祭
る
)
。
『
英
華
』
は
「
向
暁
」
に
作
る
が
、
2
句

に
「
白
日
」
と
あ
る
か
ら
、
「
晩
」
の
方
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

〔一

g
〕
次
句
の
山
中
に
棲
む
「
塵
地
」
と
対
比
さ
れ
、
虎
一
頭
で
山
中
の
塵
鹿
(
多
数
)

を
静
ま
り
返
ら
せ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
古
く
か
ら
用
例
の
あ
る
こ
と
ば
で
、
例

え
ば
、
蘇
武
「
詩
四
首
」
其
一
(
『
文
選
』
巻
二
九
)
に
、
「
至
恩
連
枝
樹
、
与
子
同
一
身
」

(
況
ん
や
我
 
連
枝
の
樹
に
し
て
、
子
と
一
身
を
同
じ
う
す
る
や
)
と
あ
る
。
唐
詩
に
も

用
例
が
多
い
。
張
籍
に
も
、
0
5
「
二
胡
十
八
遇
」
に
、
「
文
場
継
続
成
三
代
目
家
族
輝
華

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在
一
身
」
(
文
場
 
継
続
し
て
 
三
代
を
成
し
、
家
族
の
輝
華
 
一
身
に
在
り
)
と
あ
り
、

家
族
(
多
数
)
と
胡
遇
(
一
身
)
と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。

〔
当
道
〕
2
句
「
林
」
に
対
応
し
、
日
中
は
欝
蒼
と
し
た
林
の
中
で
過
ご
し
、
夜
に
な
る

と
山
道
に
出
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
建
学
が
引
く
『
後
漢
書
』
張
綱
伝
に
は
、
「
射
狼
当

路
、
安
間
狐
狸
」
(
射
狼
 
路
に
当
た
る
、
安
ん
ぞ
狐
狸
を
問
わ
ん
や
)
と
、
悪
事
を
行

う
寵
臣
が
山
犬
(
射
)
や
狼
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。

 
唐
詩
で
は
、
虎
と
一
緒
に
使
わ
れ
る
例
が
、
孟
郊
「
隠
士
」
(
『
校
注
』
巻
二
)
に
、
「
虎

豹
忌
当
道
、
塵
鹿
知
蔵
身
」
(
虎
豹
は
道
に
当
た
る
を
忌
み
、
塵
鹿
は
身
を
蔵
す
を
知
る
)

と
あ
る
。

〔
山
中
〕
『
英
華
』
は
「
此
中
」
に
作
る
。

〔
塵
鹿
〕
塵
と
鹿
。
あ
る
い
は
二
字
で
塵
を
指
す
。
塵
は
大
型
の
鹿
。
こ
と
ば
と
し
て
は
、

早
く
『
荘
子
』
盗
妬
篇
に
、
「
神
農
之
世
、
臥
則
居
居
、
起
則
干
干
、
民
上
之
母
、
不
知

其
父
、
与
塵
鹿
共
処
、
耕
而
食
、
織
而
衣
、
無
有
相
害
之
心
」
(
神
農
の
世
、
臥
せ
ば
則

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
つ
 
 
ヒ
つ

ち
居
居
、
起
て
ば
則
ち
干
干
、
民
 
其
の
母
を
知
り
て
、
其
の
父
を
知
ら
ず
、
藥
鹿
と
共

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き

に
処
り
、
耕
し
て
食
ら
い
、
織
り
て
衣
、
相
害
す
る
の
心
有
る
無
し
)
と
、
古
代
神
農
の

時
代
の
人
々
の
暮
ら
し
を
記
す
な
か
に
見
え
る
。
ま
た
、
楊
雄
「
長
楊
賦
」
(
『
文
選
』
巻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ゃ
 
ひ

九
)
に
、
「
張
羅
岡
買
 
、
捕
熊
罷
豪
猪
、
虎
豹
狭
櫻
、
狐
免
塵
鹿
」
(
雲
霧
 
買
 
を
張

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
う
か
く

り
、
熊
罷
 
豪
猪
、
虎
豹
 
猟
撰
、
狐
免
 
塵
鹿
を
捕
ら
う
)
と
あ
る
の
は
、
狩
猟
の
獲

物
と
し
て
虎
と
と
も
に
記
さ
れ
る
。

 
唐
詩
に
も
用
例
が
多
く
、
杜
甫
も
五
例
用
い
て
い
る
。
陳
注
は
そ
の
う
ち
「
暁
望
」
(
『
詳

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ん
じ

注
』
巻
二
〇
)
に
、
「
荊
扉
封
塵
鹿
、
応
土
一
念
為
群
」
(
荊
扉
 
朧
鹿
に
対
し
、
応
に
爾

と
共
に
群
を
為
す
べ
し
)
と
あ
る
を
引
い
て
お
り
、
こ
れ
は
先
の
『
荘
子
』
を
踏
ま
え
、

杜
甫
が
自
身
の
隠
居
生
活
を
詠
っ
た
も
の
。
ま
た
、
虎
と
と
も
に
用
い
る
例
が
、
先
に
も

引
い
た
孟
郊
「
隠
士
」
に
、
「
虎
豹
は
道
に
当
た
る
を
忌
み
、
塵
鹿
は
身
を
蔵
す
を
知
る
」

と
あ
る
。
孟
郊
の
詩
の
場
合
、
虎
豹
と
塵
鹿
は
と
も
に
隠
士
を
喩
え
て
い
る
。

 
張
籍
に
は
こ
の
一
例
の
み
。

〔
尽
無
声
〕
み
な
ひ
っ
そ
り
と
声
を
潜
め
る
。
猛
虎
の
被
害
を
恐
れ
て
塵
鹿
が
音
を
立
て

な
い
で
い
る
様
子
を
言
う
。
「
無
声
」
は
詩
文
中
に
普
通
に
使
わ
れ
る
こ
と
ば
で
、
早
く

『
毛
詩
』
に
も
見
え
る
(
小
雅
「
回
忌
」
・
大
雅
「
文
王
」
)
。
唐
詩
に
も
用
例
が
多
く
、

杜
甫
「
投
言
成
華
両
県
諸
子
」
(
『
詳
註
』
巻
二
)
、
「
君
不
見
空
矯
日
色
晩
、
此
老
無
声
涙

垂
血
」
(
君
見
ず
や
 
空
瘤
日
色
晩
く
、
此
の
老
 
声
無
く
 
尊
爵
を
潤
る
る
を
)
は
、

悲
し
み
の
た
め
声
が
出
な
い
。
張
籍
に
こ
の
他
二
例
。
6
9
「
皆
既
将
」
、
「
深
山
旗
未
展
、

陰
磧
鼓
無
声
」
(
深
山
 
旗
 
未
だ
展
び
ず
、
陰
言
 
鼓
 
声
無
し
)
と
あ
る
の
は
、
陣

太
鼓
の
音
が
鳴
ら
な
い
こ
と
を
言
い
、
耶
「
徐
州
試
反
舌
無
声
」
に
、
「
林
幽
還
共
宿
、

時
過
即
無
声
」
(
林
幽
に
し
て
 
還
た
共
に
宿
り
、
時
過
ぎ
て
 
即
ち
声
無
し
)
と
あ
る

の
は
、
春
の
時
節
が
過
ぎ
た
た
め
に
反
舌
(
も
ず
)
が
鳴
か
な
い
こ
と
を
言
う
。

 
虎
の
存
在
を
獣
た
ち
が
恐
れ
る
と
い
う
表
現
は
、
先
に
挙
げ
た
司
馬
遷
「
言
貌
少
卜
書
」

に
、
「
猛
虎
 
深
山
に
載
り
、
百
獣
震
回
す
」
と
あ
り
、
ま
た
、
庚
信
「
周
五
声
調
曲
.
 

商
調
曲
四
首
」
其
二
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
一
五
)
に
、
「
猛
虎
在
山
、
百
獣
莫
皆
野
。
忠
臣

処
国
、
天
下
無
異
心
」
(
猛
虎
 
山
に
在
り
て
、
百
獣
 
敢
え
て
侵
す
莫
し
。
忠
臣
 
国

に
処
り
て
、
天
下
 
異
心
無
し
)
と
、
猛
虎
が
山
に
い
る
こ
と
で
、
獣
た
ち
が
横
暴
を
振

る
わ
な
い
と
あ
る
(
た
だ
し
庚
信
の
詩
で
は
、
猛
虎
は
次
句
が
示
す
よ
う
に
忠
臣
に
準
え

ら
れ
て
い
る
)
。
ま
た
、
同
時
代
の
韓
愈
「
猛
虎
行
」
(
『
繋
年
集
釈
』
巻
一
二
)
で
は
、
「
群

行
深
谷
間
、
百
獣
望
風
低
」
(
深
谷
の
間
を
群
行
す
れ
ば
、
百
獣
 
風
を
望
ん
で
低
る
)

と
、
虎
が
仲
間
と
連
れ
だ
っ
て
歩
く
こ
と
で
、
百
獣
が
平
伏
す
る
と
あ
る
。

 
以
上
、
第
1
句
か
ら
4
句
で
は
、
猛
虎
が
山
中
で
我
が
物
顔
に
振
る
舞
う
様
子
を
言
う
。

5
・
6
 
年
年
養
子
在
空
谷
、
雌
雄
上
山
不
相
逐

〔
年
年
〕
毎
年
。
3
「
旧
怨
」
の
【
語
釈
】
参
照
。
詩
語
と
し
て
普
通
に
用
い
ら
れ
る
。

書
籍
に
も
用
例
が
多
い
。

〔
養
子
〕
子
供
を
育
て
る
。
詩
に
限
ら
ず
普
通
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
で
、
古
く
『
旧
記
』

大
学
に
、
「
未
有
学
養
子
而
後
嫁
者
也
」
(
未
だ
子
を
養
う
こ
と
を
学
び
て
後
に
嫁
す
る
者

は
有
ら
ず
)
と
見
え
る
。
文
学
作
品
で
は
、
稽
康
「
与
山
雪
源
絶
交
書
」
(
『
文
選
』
巻
四

三
)
に
、
「
今
但
願
守
随
巷
、
教
養
子
孫
…
…
」
(
今
は
但
だ
願
わ
く
は
 
随
巷
を
守
り
、
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子
孫
を
教
養
し
…
…
)
と
あ
る
。
唐
詩
の
用
例
は
杜
甫
辺
り
か
ら
見
え
、
全
体
と
し
て
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
そ
の
な
か
で
杜
甫
と
貫
籍
に
そ
れ
ぞ
れ
三
例
見
え
る
。
杜
甫
の
用

例
は
い
ず
れ
も
動
物
が
子
を
育
て
る
意
味
で
あ
り
、
例
え
ば
「
義
鵤
行
」
(
『
詳
註
』
巻
六
)

に
は
、
「
陰
崖
二
蒼
鷹
、
養
子
黒
柏
顛
」
(
陰
崖
の
二
蒼
鷹
、
子
を
養
う
 
黒
柏
の
顛
)
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う

あ
る
。
同
じ
く
動
物
が
子
を
育
て
る
意
味
で
は
、
張
籍
4
1
「
廃
宅
行
」
に
、
「
鵡
彙
養
子

庭
樹
上
、
曲
將
空
屋
多
旋
風
」
(
鴎
臭
 
子
を
庭
樹
の
上
に
養
い
、
曲
矯
 
空
屋
 
旋
風

多
し
)
と
あ
る
。

〔
空
谷
〕
深
い
谷
。
『
毛
詩
』
小
雅
「
白
駒
」
に
、
「
咬
咬
白
駒
、
手
記
空
谷
」
(
咬
咬
た

る
白
駒
、
彼
の
空
谷
に
在
り
)
と
あ
る
。
毛
伝
に
「
空
は
大
な
り
」
。
唐
以
前
で
は
、
謝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
お

霊
運
「
酬
従
弟
恵
連
」
(
『
文
選
』
巻
二
五
)
に
、
「
務
協
華
京
田
、
証
存
空
谷
期
」
(
務
く

華
墨
の
想
い
に
協
う
、
誼
ぞ
空
谷
の
期
を
存
せ
ん
)
と
あ
り
、
山
水
の
美
し
い
隠
逸
の
場

所
を
言
う
。
唐
詩
に
も
用
例
が
多
く
、
例
え
ば
王
維
「
送
友
人
帰
山
歌
二
首
」
其
一
(
趙

本
巻
一
)
に
、
「
山
寂
寂
分
無
人
、
又
蒼
蒼
分
多
木
。
群
龍
門
満
朝
、
君
何
二
分
空
谷
」
(
山

寂
寂
と
し
て
人
無
く
、
又
蒼
蒼
と
し
て
木
多
し
。
群
龍
 
朝
に
満
つ
、
君
 
何
為
ぞ
空
谷

に
あ
ら
ん
や
)
と
あ
る
。
杜
甫
に
も
一
例
、
「
送
恵
二
帰
故
居
」
(
『
詳
注
』
巻
一
八
)
に
、

「
皇
天
無
老
眼
、
空
谷
滞
斯
人
」
(
皇
天
 
老
眼
無
く
、
空
谷
 
斯
の
人
を
滞
ら
し
む
)

と
あ
る
の
は
、
詩
題
に
言
う
恵
二
の
故
居
の
あ
る
場
所
を
指
す
。

 
面
様
に
は
こ
の
一
例
の
み
。

 
『
楽
府
詩
集
』
・
『
英
華
』
等
は
「
深
谷
」
に
作
る
。
意
味
は
「
空
谷
」
に
同
じ
。
「
深

谷
」
も
古
く
か
ら
用
例
の
あ
る
こ
と
ば
で
、
『
毛
詩
』
小
面
「
十
月
之
交
」
に
、
「
高
岸
為

谷
、
深
谷
為
陵
」
(
高
岸
 
谷
と
為
り
、
深
谷
 
陵
と
為
る
)
と
あ
る
。
先
に
引
い
た
韓

愈
「
猛
虎
行
」
に
、
「
群
行
深
谷
間
、
百
獣
望
風
低
」
(
深
谷
の
間
を
群
行
す
れ
ば
、
百
獣

 
風
を
望
ん
で
低
る
)
と
見
え
た
。

 
虎
が
谷
に
棲
む
こ
と
は
、
他
に
も
成
手
繧
の
「
万
富
」
(
『
文
選
』
巻
一
八
)
に
、
「
飛

廉
鼓
於
幽
燧
、
猛
虎
応
対
中
谷
」
(
南
面
 
幽
燧
に
鼓
し
、
猛
虎
 
中
谷
に
応
ず
)
と
あ

り
、
李
善
注
所
引
『
春
秋
元
命
苞
』
に
、
「
猛
虎
哺
、
谷
風
起
、
類
相
動
也
」
(
猛
虎
囎
け

ば
、
谷
風
起
き
、
類
書
動
く
な
り
)
と
、
虎
が
哺
く
こ
と
で
、
谷
に
風
が
起
こ
る
と
言
う
。

〔
雌
雄
〕
虎
の
雄
と
雌
。
『
毛
詩
』
小
雅
「
正
月
」
に
、
「
具
日
予
聖
、
誰
知
烏
之
雌
雄
」

(
具
に
予
を
聖
と
日
う
、
誰
か
烏
の
雌
雄
を
知
ら
ん
)
と
あ
る
の
は
、
烏
の
雌
雄
を
言
う
。

唐
詩
に
も
多
く
用
例
が
見
え
る
が
、
張
籍
に
は
こ
の
一
例
の
み
。

〔
上
山
〕
山
に
上
る
。
子
に
食
べ
さ
せ
る
獲
物
を
求
め
る
虎
の
様
子
を
言
う
。

『
英
華
』
は
「
上
下
」
に
作
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
山
を
上
っ
た
り
下
っ
た
り
す
る
こ
と
。

「
不
相
手
〕
雌
が
雄
の
、
或
い
は
雄
が
雌
の
後
を
追
わ
な
い
。
上
句
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、

雌
雄
が
一
緒
に
行
動
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
間
断
な
く
子
の
餌
を
探
す
様
子
を
表
現
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

7
・
8
 
谷
中
近
窟
有
山
村
、
長
向
村
家
取
幽
憤

〔
近
窟
有
…
…
〕
洞
窟
の
近
く
に
…
…
が
あ
る
、
の
意
で
あ
ろ
う
。
虎
が
洞
窟
に
棲
む
こ

と
は
、
「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず
」
(
『
後
漢
書
』
班
超
伝
)
の
こ
と
わ
ざ
か
ら

も
わ
か
る
が
、
詩
で
は
、
例
え
ば
杜
甫
「
覧
鏡
呈
柏
中
備
」
(
『
詳
註
』
巻
一
八
)
に
、
「
滑

水
流
関
内
、
終
南
在
日
辺
。
胆
錆
射
虎
窟
、
涙
管
犬
食
天
」
(
滑
水
 
関
内
に
流
れ
、
終

南
 
日
長
に
在
り
。
胆
は
蔵
す
 
射
虎
の
窟
、
涙
は
入
る
 
犬
羊
の
天
)
と
あ
る
の
は
、

長
安
を
中
心
と
す
る
中
原
地
方
に
、
盗
賊
や
異
民
族
が
は
び
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
な

か
に
見
え
る
。
田
籍
自
身
に
も
、
2
2
「
樵
客
吟
」
に
、
「
共
々
路
傍
多
虎
穴
、
村
西
地
暗

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

狐
葦
鹿
」
(
共
に
知
る
 
路
傍
に
虎
穴
多
く
、
村
西
地
暗
く
し
て
 
狐
免
行
く
を
)
と
あ

る
。

〔
山
村
〕
山
里
の
村
。
現
在
で
は
普
通
に
使
わ
れ
る
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
古
い
詩
の
用
例

は
見
当
た
ら
な
い
。
唐
心
で
は
盛
事
の
頃
か
ら
用
例
が
見
え
始
め
、
例
え
ば
、
里
下
「
囎

劉
藍
田
」
(
趙
本
巻
二
。
 
一
説
に
盧
象
の
作
)
に
、
「
歳
曼
指
扇
税
、
山
村
人
夜
帰
」
(
歳
高

く
し
て
 
井
税
を
輸
し
、
山
村
 
人
 
夜
に
帰
る
)
と
あ
る
。
杜
甫
に
も
二
例
。
「
晩
」
(
『
詳

註
』
巻
二
〇
)
、
「
朝
廷
問
府
主
、
耕
稼
学
山
村
」
(
朝
廷
 
府
主
に
問
い
、
耕
稼
 
山
村

に
学
ぶ
)
と
あ
り
、
朝
廷
と
対
比
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
張
籍
に
は
こ
の
一
例
の
み
。

 
な
お
、
四
部
本
・
『
楽
府
詩
集
』
な
ど
は
「
山
林
」
に
作
る
。

〔
村
家
〕
山
村
の
家
。
「
山
村
」
と
同
じ
く
古
い
用
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
ば
。
『
全
唐
詩
』

に
も
全
部
で
七
例
し
か
見
ら
れ
ず
、
中
唐
の
頃
か
ら
使
わ
れ
始
め
る
よ
う
で
あ
る
。
白
居

易
「
三
生
訪
宿
」
(
〇
二
四
一
)
に
、
「
村
家
何
所
有
、
茶
果
迎
来
客
」
(
村
家
 
何
の
有

る
所
ぞ
、
茶
果
も
て
来
客
を
呪
う
)
と
あ
る
の
は
、
自
分
の
家
を
指
し
て
言
う
。
ま
た
十

島
に
「
宿
村
家
亭
子
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
七
四
)
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
張
籍
に
は
こ
の

一
例
の
み
。

〔
黄
憤
〕
黄
色
い
子
牛
。
古
く
『
韓
非
子
』
内
儲
説
上
に
、
「
南
門
之
外
、
有
罪
早
食
弓

道
左
者
」
(
南
門
の
外
に
、
黄
憤
 
苗
を
道
の
左
に
食
う
者
有
り
)
と
見
え
る
。
ま
た
『
史

記
』
封
禅
書
に
「
黄
熟
圭
｛
各
四
」
と
あ
る
の
は
、
生
け
賛
の
た
め
の
子
牛
。

 
張
籍
の
詩
と
直
接
関
連
す
る
の
は
、
古
楽
府
「
訴
訟
東
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
八
)
で

あ
ろ
う
。
こ
の
詩
で
は
、
酷
税
の
た
め
に
現
金
と
二
頭
の
馬
を
徴
収
さ
れ
た
後
、
最
後
に
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残
し
て
お
い
た
黄
憤
ま
で
も
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
悲
劇
が
詠
わ
れ
、
人
々

(
農
民
)
に
と
っ
て
黄
積
が
貴
重
な
財
産
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
両
走
下
訳
誠
難
、

顧
見
追
吏
心
中
側
。
心
中
側
血
出
漉
、
細
評
我
家
臣
道
憤
」
(
両
つ
の
走
馬
も
亦
た
誠
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
た
た

難
し
、
顧
み
て
追
吏
を
見
れ
ば
心
中
側
む
。
心
中
黒
み
 
血
は
出
で
て
漉
る
、
帰
り
て
我

が
家
に
告
げ
よ
 
黄
積
を
売
れ
 
と
)
。

 
唐
詩
で
は
、
張
籍
以
前
で
は
、
杜
甫
「
百
憂
欝
行
」
(
『
詳
注
』
巻
一
〇
)
に
、
「
憶
年

十
五
心
尚
核
、
健
如
黄
憤
走
三
脚
」
(
憶
う
 
三
十
五
の
と
き
 
心
は
尚
お
核
に
し
て
、

健
な
る
こ
と
黄
舌
の
如
く
 
走
り
で
復
た
来
た
る
)
と
見
え
る
の
が
唯
一
の
例
。
こ
れ
は

杜
甫
が
自
分
の
少
年
時
代
を
振
り
返
っ
て
、
ま
る
で
子
牛
の
よ
う
に
元
気
よ
か
っ
た
と
詠

う
も
の
。
張
籍
と
同
時
代
で
は
、
白
居
易
「
宿
患
翁
」
(
〇
五
六
五
)
、
「
客
種
一
頃
田
、

春
駆
両
黄
憤
」
(
歳
に
一
頃
の
田
を
種
え
、
春
 
両
黄
憤
を
駆
る
)
と
あ
り
、
農
作
業
に

関
連
し
て
黄
憤
が
詠
わ
れ
る
。

 
張
籍
「
猛
虎
行
」
、
及
び
先
の
「
平
陵
東
」
に
関
連
す
る
の
は
、
王
建
「
田
家
行
」
(
『
王

建
詩
集
』
巻
二
)
で
あ
る
。
農
民
は
収
穫
し
た
麦
や
養
蚕
で
得
ら
れ
た
絹
を
自
分
で
使
お

う
な
ど
と
は
思
わ
な
い
。
た
だ
、
納
め
る
税
が
不
足
し
て
大
切
な
子
牛
を
売
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
な
事
態
に
な
る
こ
と
だ
け
は
ど
う
し
て
も
避
け
た
い
と
、
農
民
の
願
い
が

詠
わ
れ
る
な
か
に
見
え
る
。
「
露
盤
入
口
復
上
身
、
且
免
二
二
二
期
積
」
(
口
に
入
り
復
た

身
に
上
る
を
望
ま
ず
、
且
に
城
に
向
か
い
て
黄
積
を
売
る
を
免
れ
ん
と
す
)
。

 
な
お
、
猛
虎
と
早
撃
が
一
緒
に
用
い
ら
れ
て
い
ら
れ
る
例
が
、
張
籍
よ
り
後
の
幽
幽
「
牧

童
詞
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
軸
七
七
)
に
、
「
乱
挿
蓬
蕎
箭
満
腰
、
不
伯
猛
虎
欺
黄
積
」
(
乱
り

に
難
聴
を
挿
し
て
 
箭
は
腰
に
満
つ
れ
ば
、
猛
虎
の
黄
憤
を
欺
く
を
叢
れ
ず
)
と
あ
り
、

子
牛
を
襲
う
猛
虎
が
詠
わ
れ
る
。

 
張
籍
に
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
が
、
「
白
憤
」
の
語
が
、
1
5
「
牧
童
詞
」
に
、
「
入
破

草
多
牛
散
行
、
白
積
時
点
藍
中
豊
」
(
破
に
入
り
て
草
多
く
 
牛
散
写
し
、
白
積
は
時
に

薦
中
に
向
か
い
て
鳴
く
)
と
見
え
る
。

 
以
上
第
5
～
6
句
の
四
句
で
は
、
猛
虎
が
子
育
て
の
時
期
に
な
る
と
林
か
ら
出
て
き
て
、

人
々
に
ま
で
被
害
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
こ
と
を
言
う
。

に
も
、
「
貴
男
豪
家
白
馬
驕
、
五
陵
年
少
不
相
饒
」
(
貴
里
 
豪
家
 
白
馬
驕
り
、
血
肝
の

 
 
 
 
ゆ
る

年
少
 
相
饒
さ
ず
)
と
あ
り
、
ま
た
張
籍
と
同
時
代
で
は
、
白
居
易
「
琵
琶
引
」
(
〇
六

〇
三
)
に
、
「
五
陵
年
少
争
纏
頭
、
一
曲
紅
納
不
知
数
」
(
五
車
の
年
少
 
争
い
て
纏
頭
し
、

一
曲
に
紅
納
 
数
を
知
ら
ず
)
と
あ
る
。

 
な
お
、
五
陵
の
年
少
と
虎
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
南
山
」
の
【
語
釈
】
で
も
挙
げ

た
李
白
「
白
馬
篇
」
に
、
「
龍
馬
花
雪
毛
、
歯
音
五
感
豪
。
…
…
温
州
南
山
虎
、
手
接
太

行
揉
」
(
龍
馬
 
花
雪
の
毛
、
金
鞍
 
五
陵
の
豪
。
…
…
弓
は
南
山
の
虎
を
擢
き
、
手
は

太
行
の
揉
に
接
す
)
と
、
五
陵
の
若
者
が
「
南
山
」
の
虎
を
射
殺
す
こ
と
が
詠
わ
れ
る
。

李
白
の
詩
は
、
晋
の
句
点
が
年
少
の
時
、
人
々
を
悩
ま
す
「
南
山
」
の
白
月
の
「
猛
獣
」

を
射
殺
し
た
故
事
(
『
晋
書
』
周
処
伝
)
を
踏
ま
え
る
と
さ
れ
が
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
話

が
『
世
説
新
語
』
自
新
篇
に
見
え
、
そ
こ
で
は
周
処
が
殺
し
た
猛
獣
が
「
虎
」
で
あ
る
と

は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
不
敢
射
〕
自
分
か
ら
進
ん
で
虎
を
射
殺
そ
う
と
し
な
い
。
十
分
に
射
殺
す
こ
と
が
で
き

る
能
力
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
し
な
い
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
ふ
だ

ん
は
威
勢
の
い
い
五
言
の
若
者
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
頼
り
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を

言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
前
者
の
意
味
で
解
釈
し
た
。

 
虎
を
射
る
と
い
う
行
為
は
、
若
者
の
勇
ま
し
さ
を
表
現
す
る
際
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、

先
の
李
白
「
白
馬
篇
」
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
僧
籍
も
2
8
「
少
年
行
」
で
虎
を
射
る
勇
壮

な
少
年
を
詠
っ
て
い
る
。
「
少
年
従
差
出
長
楊
、
禁
中
新
桑
羽
林
郎
。
独
対
賛
前
留
書
虎
、

君
王
手
賜
黄
金
瑠
」
(
少
年
 
猟
に
従
い
て
長
腰
に
出
づ
、
禁
中
 
新
た
に
羽
林
郎
に
拝

せ
ら
る
。
独
り
賛
前
に
対
し
て
双
虎
を
射
、
君
王
 
手
つ
か
ら
黄
金
の
璃
を
賜
う
)
。
虎

を
射
殺
す
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
敢
え
て
そ
れ
を
や
ら
な
い
と
詠
う
と
こ
ろ
に
、
五
陵
の

若
者
に
対
す
る
張
籍
の
批
判
精
神
が
は
っ
き
り
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

 
な
お
、
「
射
」
は
、
第
1
0
句
「
 
」
が
入
声
二
二
昔
に
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
入
声
で

読
む
べ
き
で
あ
る
。
『
広
韻
』
で
は
、
去
声
四
〇
薦
に
弓
を
射
る
意
味
の
「
射
」
が
あ
り
、

入
声
「
射
」
に
は
そ
う
し
た
意
味
が
な
い
。
し
か
し
、
唐
詩
の
「
射
」
の
用
例
を
調
べ
る

と
、
弓
を
射
る
の
意
味
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
入
声
で
あ
り
、
後
の
『
集
韻
』
で

は
、
入
声
韻
に
も
弓
を
射
る
意
味
の
「
射
」
を
入
れ
て
い
る
。

9
・
1
0
 
営
門
年
少
不
言
射
、
空
来
林
下
看
行
 

〔
五
陵
年
少
〕
五
爵
出
身
の
血
気
盛
ん
な
若
者
た
ち
。
「
五
陵
」
に
つ
い
て
は
、
2
「
西

州
」
の
【
語
釈
】
参
照
。
そ
こ
に
も
挙
げ
た
李
白
「
少
年
行
二
首
」
其
二
(
王
碕
注
本
巻

六
)
に
、
「
五
陵
年
少
金
市
東
、
銀
鞍
馬
馬
田
春
風
」
(
五
陵
の
年
少
 
金
市
の
東
、
銀
鞍

白
馬
 
春
風
を
度
る
)
と
、
「
古
陵
年
少
」
の
並
び
で
見
え
る
。

 
同
じ
字
の
並
び
は
、
李
白
と
同
時
代
の
崔
顯
「
滑
城
少
年
行
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
＝
二
〇
)

〔
空
来
林
下
看
行
 
〕
た
だ
林
に
や
っ
て
き
て
足
跡
を
見
守
る
だ
け
。
普
段
の
勇
ま
し
さ

と
は
対
照
的
な
忍
辱
の
若
者
の
様
子
を
言
う
。
訓
注
が
引
く
張
協
「
童
詩
十
首
」
其
一
(
『
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぼ
う
ろ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
い

選
』
巻
二
九
)
に
は
、
「
房
権
無
行
跡
、
庭
草
萎
以
緑
」
(
房
橦
に
は
行
跡
無
く
、
庭
草
は
萎

と
し
て
以
て
緑
な
り
)
と
、
夫
が
旅
に
出
て
そ
の
姿
が
な
い
と
い
う
な
か
に
「
行
跡
」
の

語
が
見
え
、
ま
た
、
陶
淵
明
「
飲
酒
二
十
首
」
其
一
五
(
四
部
叢
刊
本
巻
三
)
に
も
、
「
班

班
有
翔
鳥
、
寂
寂
無
行
跡
」
(
班
班
と
し
て
翔
鳥
有
り
、
寂
寂
と
し
て
行
跡
無
し
)
と
、
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同
じ
く
人
の
姿
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
六
朝
詩
に
は
用
例
が
あ
ま
り
見
え
な

い
が
、
唐
詩
に
は
多
く
見
え
、
杜
甫
に
も
一
例
、
「
雲
客
酵
十
二
丈
判
官
見
贈
」
(
『
詳
注
』

巻
一
九
)
に
、
「
嚢
王
薄
行
跡
、
莫
学
令
謡
言
」
(
下
図
 
行
跡
薄
し
、
勢
威
丁
を
学
ぶ
莫

か
れ
)
と
あ
る
。
ま
た
、
張
籍
と
同
じ
く
視
覚
動
詞
と
一
緒
に
用
い
ら
れ
た
例
が
、
章
応

物
「
独
遊
西
斎
忌
崔
主
簿
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
八
七
)
に
、
「
幽
径
還
独
尋
、
緑
苔
見
行

跡
」
(
幽
径
 
還
た
独
り
尋
ね
、
緑
苔
 
行
跡
を
見
る
)
と
見
え
る
。

 
書
籍
に
は
こ
の
一
例
の
み
。

 
以
上
、

㍗
つ
。【

補
】

9
・
1
0
句
は
、
猛
虎
の
横
暴
を
見
て
見
ぬ
振
り
す
る
五
聖
の
若
者
の
様
子
を
詠

楽
府
「
猛
虎
行
」
の
系
譜
に
お
け
る
張
籍
「
猛
虎
行
」
の
位
置
づ
け

 
「
猛
虎
行
」
の
築
紫
(
古
猛
虎
行
)
は
、
現
在
そ
の
導
通
が
『
文
選
』
李
課
試
等
に
引

用
さ
れ
て
残
っ
て
い
る
。
冒
頭
の
四
句
と
お
ぼ
し
き
詩
句
は
、
陸
機
「
猛
虎
行
」
題
注
に

引
か
れ
て
お
り
、
同
じ
も
の
が
郭
逢
瀬
『
楽
府
詩
集
』
の
「
猛
虎
行
」
題
注
に
も
引
か
れ

て
い
る
。
現
存
す
る
八
句
か
ら
、
古
辞
の
内
容
が
、
高
い
志
を
抱
く
若
者
が
、
苦
難
を
経

な
が
ら
旅
を
続
け
る
さ
ま
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
(
あ
る
い
は
一
部
に
そ
う
し
た
内
容

が
含
ま
れ
て
い
た
)
と
推
測
で
き
る
。
こ
う
し
た
古
辞
の
内
容
に
加
え
て
、
そ
の
形
式
(
六

扇
・
二
言
・
五
言
・
五
言
…
…
)
も
継
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
陸
機
「
猛
虎
行
」

で
あ
る
。
今
、
古
辞
と
陸
機
「
猛
虎
行
」
の
冒
頭
四
句
(
古
辞
の
場
合
、
冒
頭
と
お
ぼ
し

き
四
句
)
を
挙
げ
る
。

古
辞
1
一
飢
不
退
猛
虎
食
、
暮
不
井
野
釜
棲
。
野
饗
安
無
巣
、
遊
子
為
誰
驕

陸
機
-
一
渇
不
屈
盗
泉
水
、
熱
不
霊
悪
木
陰
。
悪
木
量
思
葉
、
志
士
多
苦
心

前
二
句
の
「
○
不
○
」
の
句
法
や
、
第
2
句
で
用
い
た
語
句
を
第
3
句
で
そ
の
ま
ま
用
い

る
句
法
が
両
者
に
共
通
し
て
お
り
、
陸
機
は
明
ら
か
に
古
辞
を
踏
ま
え
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
の
古
辞
～
陸
機
の
「
猛
虎
行
」
を
継
承
し
て
い
る
の
が
、
孔
欣
、
謝
恵
連
(
其
一
)
で

あ
る
。

 
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
古
辞
の
内
容
を
継
承
し
な
い
の
が
、
魏
文
帝
、
魏
明
帝
の
「
猛

虎
行
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
古
辞
の
曲
調
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
魏
文
帝
の
作

品
は
一
篇
で
な
い
可
能
性
も
あ
り
、
判
断
が
難
し
い
。
た
だ
、
魏
嬉
々
と
明
々
の
作
品
は

語
句
や
表
現
が
共
通
し
て
お
り
、
同
じ
「
猛
虎
行
」
の
グ
ル
ー
プ
に
入
り
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
魏
皇
帝
の
冒
頭
の
句
を
詩
題
と
す
る
二
号
文
字
「
双
桐
生
空
井
」
も
、
詩
酒
に
共

通
す
る
語
句
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
な
お
、

謝
恵
連
(
其
二
)
は
、
現
存
す
る
四
句
か
ら
は
内
容
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

 
以
上
、
唐
以
前
の
「
猛
虎
行
」
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
た
。
以
下
唐
代
の
「
猛
虎
行
」

に
つ
い
て
述
べ
る
。

 
儲
光
義
と
李
白
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
活
躍
し
た
詩
人
で
あ
り
、
両
者
の
「
猛
虎
行
」
は
、

そ
れ
ま
で
の
も
の
と
比
較
し
て
や
や
異
な
っ
て
い
る
。

 
儲
光
義
の
「
猛
虎
行
」
は
、
冒
頭
の
句
法
か
ら
、
古
宇
～
陸
機
の
「
猛
虎
行
」
を
意
識

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

寒
亦
不
憂
雪
、
飢
亦
不
食
人
。
人
血
豊
不
甘
、
所
悪
傷
明
神

一
・
二
句
が
五
言
で
あ
る
の
は
古
辞
や
陸
機
と
異
な
る
も
の
の
、
句
法
や
表
現
は
陸
機
ら

の
形
式
を
踏
襲
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
内
容
的
に
は
、
儲
光
義
の
詩

で
は
、
そ
こ
に
寓
意
が
あ
る
に
せ
よ
、
猛
虎
を
主
題
に
し
て
猛
虎
自
身
の
志
が
詠
わ
れ
る

の
に
対
し
、
古
辞
や
陸
機
の
場
合
は
、
猛
虎
は
詩
の
素
材
で
は
あ
っ
て
も
主
体
で
は
な
い
。

そ
の
点
で
儲
光
義
「
猛
虎
行
」
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
形
式
は
古
辞
系
の
「
猛
虎
行
」

を
継
承
し
つ
つ
、
内
容
は
楽
府
題
に
従
っ
て
猛
虎
を
主
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
李
白
「
猛
虎
行
」
は
、
詩
の
形
式
に
お
い
て
前
代
の
い
ず
れ
の
「
猛
虎
行
」
と
異
な
っ

て
お
り
、
長
編
の
雑
言
古
詩
(
全
四
四
句
、
換
韻
)
と
な
っ
て
い
る
。
詩
題
に
つ
い
て
、

青
木
正
児
・
武
部
利
男
両
氏
は
、
猛
虎
に
は
安
亀
山
の
乱
が
準
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
(
そ

れ
ぞ
れ
、
集
英
社
「
漢
詩
大
系
」
『
李
白
』
、
筑
摩
書
房
「
世
界
古
典
文
学
全
集
」
『
李
白
』
)
。

こ
の
詩
の
前
半
部
に
安
寺
山
の
乱
の
猛
威
が
詠
わ
れ
て
お
り
、
確
か
に
そ
の
よ
う
な
解
釈

の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
主
題
的
に
は
陸
機
「
猛
虎
行
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

 
詩
の
な
か
で
李
白
は
、
政
府
軍
と
爵
禄
山
軍
の
戦
争
を
古
え
の
項
羽
と
劉
邦
の
戦
い
に

準
え
つ
つ
、
劉
邦
の
優
れ
た
家
臣
で
あ
っ
た
張
良
や
韓
信
で
さ
え
も
主
人
に
巡
り
会
う
前

は
苦
労
し
て
い
た
と
詠
じ
、
現
在
の
李
白
自
身
や
詩
を
送
る
相
手
の
張
旭
も
、
こ
の
戦
乱

の
世
に
同
じ
境
遇
に
あ
る
と
慰
め
て
い
る
。

賢
哲
栖
栖
古
血
此
 
 
賢
哲
栖
栖
 
古
え
此
の
如
し

今
時
亦
棄
青
雲
士
 
 
今
時
も
亦
た
青
雲
の
士
を
棄
つ

 
こ
う
し
た
内
容
か
ら
、
李
白
の
「
猛
虎
行
」
は
、
志
を
高
く
持
つ
者
が
苦
難
の
状
況
に

あ
る
と
す
る
陸
機
「
猛
虎
行
」
以
来
の
モ
チ
ー
フ
を
継
承
し
て
お
り
、
ま
ず
は
そ
の
意
味
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で
「
猛
虎
行
」
と
題
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
李
白
は
、
詩
の
形
式
や
自
己
の
境
遇
を

詠
ず
る
と
い
う
点
で
特
徴
的
で
あ
る
が
、
主
史
的
に
は
陸
機
ら
前
代
の
「
猛
虎
行
」
を
継

承
し
て
い
る
と
言
え
る
。

 
中
唐
期
で
は
、
湿
雪
、
張
籍
、
李
賀
に
「
猛
虎
行
」
が
あ
る
。
三
者
の
「
猛
虎
行
」
は
、

い
ず
れ
も
猛
虎
そ
の
も
の
を
詠
じ
て
い
る
点
で
儲
光
義
を
継
承
す
る
が
、
三
島
と
も
に
虎

や
虎
の
行
為
に
準
え
て
人
間
社
会
を
詠
ず
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
一
篇
全
体
が
明
確
な

颯
着
帯
と
な
っ
て
い
る
点
で
大
き
く
異
な
る
。
い
ず
れ
の
詩
も
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

社
会
現
象
を
誠
諭
の
対
象
と
し
て
い
る
か
は
明
確
で
な
い
。
原
田
憲
雄
氏
は
、
李
賀
「
猛

虎
行
」
の
解
説
で
、
「
「
猛
虎
」
に
は
、
軍
隊
、
官
吏
、
政
治
家
、
国
家
な
ど
を
代
入
で
き

る
普
遍
性
が
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
が
(
『
李
賀
歌
詩
編
3
1
北
中
寒
1
』
、
平
凡
社
「
東

洋
文
庫
」
六
五
一
、
一
九
九
九
年
、
二
一
頁
)
、
こ
の
こ
と
は
張
籍
「
猛
虎
行
」
に
も
言

え
る
で
あ
ろ
う
。

 
そ
う
し
た
な
か
で
張
籍
「
猛
虎
行
」
の
独
自
性
は
、
詩
の
構
造
や
批
判
す
る
対
象
の
意

外
さ
に
あ
る
と
言
え
る
。
張
籍
の
批
判
の
矛
先
は
猛
虎
そ
の
も
の
に
対
し
て
で
は
な
く
、

虎
の
横
暴
を
見
て
見
ぬ
振
り
す
る
五
薬
の
若
者
に
こ
そ
向
け
ら
れ
て
い
る
。
第
1
句
か
ら

8
句
ま
で
虎
の
檸
猛
さ
を
二
段
階
(
1
～
4
句
、
5
～
8
句
)
で
詠
じ
て
き
た
の
は
、
五

陵
の
若
者
を
詠
じ
た
末
二
句
を
際
だ
た
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か

ろ
う
。

 
こ
う
し
た
虎
と
五
輪
の
若
者
の
関
係
を
現
実
社
会
に
当
て
は
め
る
と
す
れ
ば
、
例
え
ば

地
方
の
節
度
使
と
そ
れ
を
監
査
す
べ
き
中
央
の
役
人
や
、
地
方
に
長
く
滞
在
す
る
地
方
官

と
そ
れ
を
取
り
締
ま
る
べ
き
監
察
官
な
ど
の
関
係
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

二
 
王
事
「
射
虎
行
」

 
張
籍
「
猛
虎
行
」
は
、
志
和
「
射
虎
行
」
(
『
王
制
詩
集
』
十
二
)
と
、
詩
題
・
詩
の
形

式
・
内
容
・
批
判
す
る
対
象
の
意
外
性
に
お
い
て
類
似
し
た
特
徴
を
持
つ
。
王
建
の
作
は
、

郭
茂
情
『
楽
府
詩
集
』
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
詩
題
か
ら
楽
府
的
な
作
品
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

 
至
上
の
関
連
・
類
似
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
清
・
賀
裳
『
載
酒
園
詩
話
下
編
』
が
指
摘

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
(
※
)
、
以
下
ま
ず
は
王
建
の
詩
を
挙
げ
て
具
体
的
に
類
似
点
を

確
認
し
た
い
。

1
自
書
射
虎
白
虎
蹄

2
官
差
射
虎
得
虎
遅
」

3
難
行
以
死
當
虎
命

4
雨
人
因
疑
終
不
定

み
ず
か自

ら
去
き
て
虎
を
射
れ
ば
 
虎
を
得
て
帰
る
に

 
つ
か

官
差
わ
し
て
虎
を
射
れ
ば
 
虎
を
得
る
こ
と
遅
し

独
行
 
死
を
以
て
 
虎
の
命
に
当
て

両
人
 
疑
う
に
因
り
て
 
終
に
定
ま
ら
ず

5
朝
朝
暮
暮
空
手
回

6
山
下
遅
引
成
道
径
」

7
遠
立
不
教
汚
箭
鍛

8
県
単
還
來
分
果
肉
」

9
惜
留
猛
虎
看
深
山

10

ﾋ
殺
恐
畏
終
身
閑
」

 
(
大
意
)

 
 
 
自
分
で
行
っ
て
虎
を
射
れ
ば
、

い
っ
し
ょ
に
虎
を
射
れ
ば
、

殺
す
の
に
、
二
人
い
っ
し
ょ
で
は
互
い
に
相
手
を
疑
っ
て
結
局
う
ま
く
い
か
な
い

手
ぶ
ら
で
戻
る
た
め
、

つ
た
ま
ま
自
分
の
箭
鍼
を
汚
す
こ
と
は
し
な
い
く
せ
に
、

き
て
そ
の
肉
を
分
け
う
と
い
う
。

結
果
、
 
［
生
仕
事
が
な
く
な
る
こ
と
に
び
く
び
く
し
て
い
る
の
だ
。

 
朝
朝
暮
暮
 
空
手
も
て
回
り

山
下
の
緑
苗
 
道
径
を
成
す

遠
く
立
ち
て
 
箭
嫉
を
汚
さ
し
め
ず

 
死
せ
る
を
聞
き
て
 
還
た
来
た
り
て
虎
肉
を
分
か
た
し
む

猛
虎
を
惜
し
み
留
め
て
深
山
を
看

射
殺
し
て
 
終
身
閑
な
る
を
恐
畏
す

 
 
 
 
 
 
虎
を
手
に
入
れ
て
帰
る
の
に
、
役
所
が
派
遣
し
た
者
と

 
虎
は
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
。
単
独
で
行
く
時
は
命
が
け
で
虎
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
。
朝
な
夕
な
に

山
の
ふ
も
と
の
草
地
に
小
道
が
で
き
た
。
派
遣
さ
れ
た
者
は
、
遠
く
に
立

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
虎
を
殺
し
た
と
聞
く
や
、
ま
た
や
っ
て

 
 
 
猛
虎
を
惜
し
ん
で
留
め
、
深
い
山
を
見
守
る
の
は
、
射
殺
し
た

 
王
建
「
射
角
行
」
と
張
型

の
共
通
点
が
指
摘
で
き
る
。

「
猛
虎
行
」
と
を
比
較
し
た
場
合
、
特
に
次
に
挙
げ
る
三
つ

①
と
も
に
七
言
古
詩
(
全
十
句
、
換
韻
格
)

②
猛
虎
や
猛
虎
を
射
る
者
に
準
え
て
人
間
社
会
を
詠
じ
た
訊
諭
詩
で
あ
る

③
猛
虎
で
は
な
く
、
射
殺
す
側
(
人
間
)
を
一
番
の
批
判
の
対
象
と
し
て
い
る

 
両
詩
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
制
作
さ
れ
た
か
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
以
上
の
共
通

点
か
ら
考
え
て
、
張
王
が
そ
れ
ぞ
れ
相
手
の
詩
を
意
識
し
て
制
作
し
た
と
見
て
間
違
い
な

か
ろ
う
。
朱
畑
遠
氏
は
「
論
張
王
楽
府
中
的
唱
和
現
象
」
(
『
上
海
大
学
学
報
』
(
社
会
科

学
版
)
一
九
九
七
年
十
月
、
第
四
上
弓
五
期
)
に
お
い
て
、
両
詩
が
唱
和
の
作
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
②
に
関
連
し
た
言
及
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ

に
①
と
③
を
補
足
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
【
補
】
一
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
三
つ
の

根
拠
の
う
ち
の
③
に
こ
そ
張
籍
の
独
自
性
が
強
く
表
れ
て
お
り
、
詩
題
は
「
猛
虎
行
」
「
射

即
行
」
と
異
な
る
も
の
の
、
こ
の
③
の
特
徴
に
お
い
て
両
者
が
極
め
て
類
似
し
た
作
で
あ

る
と
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

 
③
の
、
言
わ
ば
「
猛
虎
の
地
位
の
低
下
」
と
も
取
れ
る
特
徴
は
、
実
は
韓
愈
「
猛
虎
行
」

に
も
見
え
、
三
者
の
間
に
は
何
ら
か
の
影
響
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
な
お
、
張
王
楽
府
の
唱
和
に
つ
い
て
は
、
5
「
寄
二
曲
」
の
【
補
】
で
も
言
及
し
た
。

※
張
啄
「
猛
虎
」
、
故
套
写
怯
弱
以
下
負
嘱
霊
威
。
王
味
「
射
虎
」
、
故
曲
尽
狡
檜
之
態
、

用
意
不
同
、
倶
為
百
重
。
『
詩
蹄
』
評
王
駐
日
、
「
有
激
里
言
、
半
半
痛
切
、
似
爲
千
古
朝



張籍詩訳注(7)一「猛虎行」「別離曲」一 (畑村 学・橘 英範)三

事
驚
動
寓
一
六
状
。
」
此
論
妙
甚
。
張
詩
錐
工
、
僅
詞
人
序
言
、
王
詩
意
深
遠
 
。
(
黄
白

山
評
、
「
張
詩
亦
似
爲
構
門
勢
要
傾
害
朝
士
之
喩

紹
虞
編
撰
『
清
詩
話
続
編
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、

14

ﾊ
離
曲

【
題
解
】

 
別
れ
の
曲
。
『
楽
府
詩
集
』
巻
七
一

部
分
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

、
非
徒
詠
猛
虎
而
已
」
)
。
本
文
は
、
郭

一
九
八
三
年
)
に
拠
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
畑
村
)

「
雑
曲
歌
謡
」
に
「
古
別
離
」
が
あ
り
、
解
題
の

 
楚
辞
日
、
悲
疑
雲
分
生
別
離
。
古
詩
日
、
行
行
重
行
行
、
与
君
生
別
離
。
相
去
万
余

里
、
各
在
天
一
涯
。
後
蘇
…
武
使
勾
奴
、
李
陵
与
之
詩
日
、
良
時
不
可
再
、
離
別
在
須
輿
。

故
後
人
擬
之
為
古
別
離
。
梁
簡
文
帝
又
為
生
別
離
、
宋
呉
適
遠
有
長
別
離
、
唐
李
白
有

遠
別
離
、
亦
皆
類
此
。

 
楚
辞
(
九
歌
「
少
禿
命
」
)
に
曰
く
、
悲
し
き
は
生
別
離
よ
り
悲
し
き
は
画
し
、
と
。

古
詩
(
『
文
選
』
巻
二
九
「
古
詩
十
九
首
」
其
一
)
に
曰
く
、
行
き
行
き
て
 
重
ね
て

行
き
行
く
、
君
と
生
き
な
が
ら
別
離
す
。
相
去
る
こ
と
 
万
余
里
、
各
お
の
 
天
の
一

涯
に
在
り
、
と
。
後
蘇
武
 
旬
奴
に
使
い
し
、
李
陵
 
之
に
詩
を
与
え
て
曰
く
(
『
文

選
』
巻
二
九
「
与
蘇
武
三
首
」
其
一
)
、
良
時
は
再
び
す
べ
か
ら
ず
、
離
別
は
須
輿
に

在
り
、
と
(
『
文
選
』
は
前
の
句
を
「
良
時
不
再
至
」
に
作
る
)
。
故
に
後
人
 
之
に
擬

し
て
古
別
離
を
為
る
。
梁
の
簡
聖
帝
又
た
生
別
離
を
為
り
、
宋
の
呉
容
疑
に
長
別
離
有

り
、
唐
の
李
白
に
遠
別
離
有
り
、
亦
た
皆
な
此
に
類
す
。

 
そ
し
て
、
梁
の
江
俺
か
ら
唐
の
呉
融
に
至
る
ま
で
の
、
十
一
人
・
十
三
首
の
「
古
別
離
」
、

唐
の
王
適
以
下
八
人
・
十
首
の
「
古
離
別
」
、
梁
の
簡
文
帝
以
下
三
人
二
二
首
の
「
生
別

離
」
、
宋
の
呉
遭
遠
の
「
長
別
離
」
、
唐
の
李
白
以
下
三
人
・
四
首
の
「
遠
別
離
」
(
張
籍

の
一
首
を
含
む
)
、
李
白
の
「
久
別
離
」
、
戴
叔
倫
の
「
新
別
離
」
、
劉
氏
瑠
の
「
暗
別
離
」
、

白
居
易
の
「
潜
別
離
」
と
い
う
順
で
詩
を
収
録
し
て
い
る
。

 
最
後
に
置
か
れ
る
の
が
こ
の
「
別
離
曲
」
で
、
張
籍
の
こ
の
詩
と
土
弄
蒙
の
も
の
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
の
楽
府
に
詠
じ
ら
れ
る
内
容
や
感
情
は
様
々
で
、
男
女
の
別
離
が
多
い
が
、
友

人
と
の
別
離
も
あ
り
、
古
詩
に
擬
す
る
の
に
徹
し
た
よ
う
な
作
も
あ
れ
ば
、
個
人
的
な
体

験
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
別
離
の
感
傷
に
ひ
た
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

児
女
の
情
と
し
て
し
り
ぞ
け
る
も
の
も
あ
り
、

る
だ
ろ
う
ゆ

【
本
文
・
書
き
下
し
文
】

1
行
人
結
束
出
門
去

2
幾
時
更
踏
門
前
路

3
憶
昔
君
初
納
采
時

4
不
言
身
屡
遼
陽
戌

5
早
知
今
日
當
別
離

6
成
君
家
計
良
爲
誰

7
男
見
生
身
自
慧
智

8
那
得
誤
我
少
年
時

9
不
如
逐
君
征
職
死

10

N
能
濁
老
空
閨
裏

多
数
の
バ
リ
エ
;
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
い
え

行
人
結
束
し
て
 
門
を
出
で
て
去
る

幾
時
か
 
更
に
踏
む
 
門
前
の
路

憶
う
 
昔
 
君
初
め
て
納
采
せ
し
時

言
わ
ず
 
身
は
遼
陽
の
戌
に
属
す
と

つ
と早

に
 
今
日
 
当
に
別
離
す
べ
き
を
知
ら
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
こ
と

君
が
家
計
を
成
す
こ
と
 
良
に
誰
が
為
な
ら
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
の
ず
か

男
児
 
身
を
生
ず
れ
ば
 
 
自
ら
役
有
る
も

な
ん那

ぞ
 
我
が
少
年
の
時
を
誤
る
を
得
ん

 
 
 
 
 
 
お

如
か
ず
 
君
を
逐
い
て
 
征
戦
し
て
死
す
る
に

誰
か
能
く
独
り
老
い
ん
 
空
閨
の
裏

【
口
語
訳
】

1
旅
立
つ
人
は
旅
支
度
を
調
え
 
門
を
出
て
去
っ
て
行
き
ま
す

2
い
つ
に
な
っ
た
ら
 
再
び
こ
の
門
の
前
の
道
を
踏
む
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う

3
思
い
出
せ
ば
 
昔
 
あ
な
た
が
最
初
に
結
婚
を
申
し
込
ん
だ
と
き
に

4
自
分
の
身
が
遼
陽
の
守
備
兵
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
 
言
い
ま
せ
ん
で
し
た

5
今
日
に
な
っ
て
お
別
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
 
も
っ
と
早
く
知
っ
て
い
た
な

 
 
ら

6
い
っ
た
い
誰
の
た
め
に
家
の
仕
事
を
や
る
の
か
 
分
か
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

7
男
と
し
て
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
 
戦
い
は
っ
き
も
の
と
い
い
ま
す
が

8
だ
か
ら
と
い
っ
て
私
の
青
春
を
 
台
無
し
に
は
で
き
な
い
は
ず
で
す

9
あ
な
た
の
後
を
追
っ
て
 
戦
い
に
出
て
死
ん
だ
方
が
ま
し
で
す

10

ﾇ
う
し
て
 
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
部
屋
で
年
老
い
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う

死離去＿
lll押上上去韻
声平声一
五五九
旨支御

【
語
釈
】

路
i
去
声
一
一
暮
 
戌
一
去
声
一
〇
遇
(
古
詩
通
押
)

誰
-
上
平
六
脂
 
時
一
上
平
七
之
(
盗
用
)

裏
一
上
声
六
止
(
同
用
)
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1
・
2
 
行
人
結
束
出
門
去
、
幾
時
更
踏
門
前
路

〔
行
人
〕
3
「
雑
怨
」
9
・
1
0
句
に
「
山
川
豊
遥
遠
、
行
人
自
不
言
」
の
句
が
見
え
た
。

そ
の
【
語
釈
】
参
照
。
こ
の
詩
に
お
い
て
は
、
妻
が
出
征
兵
士
で
あ
る
夫
を
指
し
て
用
い

て
い
る
。

 
冒
頭
に
夫
を
「
行
人
」
と
表
現
し
て
い
る
の
は
、
第
三
者
的
視
点
か
ら
状
況
設
定
を
し

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
、
自
分
を
捨
て
て
戦
争
に
出
て
行
く
と
い
う
理

解
で
き
な
い
夫
の
行
動
に
、
埋
め
が
た
い
距
離
感
を
感
じ
る
妻
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

〔
結
束
〕
本
来
は
縛
る
意
で
、
抽
象
的
な
束
縛
の
意
味
に
も
用
い
る
が
、
こ
こ
で
は
旅
支

度
を
す
る
意
で
あ
ろ
う
。
出
征
の
場
合
な
の
で
、
軍
装
を
調
え
る
と
い
う
方
が
近
い
か
も

し
れ
な
い
。

 
梁
の
楮
翔
の
「
樋
門
太
守
行
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
三
九
。
『
藝
文
類
聚
』
巻
四
二
は
梁

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
な
わ

の
簡
文
帝
の
作
と
す
る
)
に
「
便
聞
雁
門
戌
、
結
束
事
戎
車
」
(
便
ち
聞
く
 
雁
門
の
戌
、

結
束
し
て
 
戎
車
を
事
と
す
と
)
と
い
う
例
は
、
こ
の
意
味
で
詩
に
用
い
ら
れ
た
早
い
例

で
あ
ろ
う
。

 
唐
詩
に
も
い
く
つ
か
用
例
が
見
え
る
。
陳
注
が
引
く
李
白
の
「
古
風
五
十
九
首
」
其
二

三
(
王
碕
注
本
巻
二
)
に
「
人
生
鳥
固
目
、
胡
乃
自
結
束
」
(
人
生
 
鳥
の
目
を
過
ぐ
る

 
 
 
な
ん

な
り
、
胡
ぞ
乃
ち
自
ら
結
束
せ
ん
)
と
い
う
例
は
、
自
分
を
束
縛
す
る
と
い
う
意
味
で
用

い
ら
れ
た
例
。
高
適
の
「
塞
下
曲
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
＝
一
)
に
「
結
束
浮
雲
駿
、
栩
栩

出
年
男
」
(
結
束
す
 
浮
雲
の
駿
、
翻
翻
と
し
て
 
出
で
て
戎
に
従
う
)
と
い
い
、
劉
長

卿
の
「
送
南
特
進
赴
帰
行
営
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
四
八
)
に
「
翻
翻
新
結
束
、
去
逐
李
軽

車
」
(
脇
筋
と
し
て
 
新
た
に
結
束
し
、
去
り
て
李
軽
車
を
逐
う
)
」
と
い
う
の
は
、
従
軍

す
る
者
が
旅
支
度
を
調
え
る
例
。

 
商
売
の
旅
の
支
度
に
も
用
い
ら
れ
、
杜
甫
に
三
例
あ
る
う
ち
の
「
最
能
行
」
(
『
詳
註
』

巻
一
五
)
に
「
小
児
学
問
止
論
語
、
大
児
結
束
随
商
旅
」
(
小
児
は
学
問
 
論
語
に
止
ま

り
、
大
児
は
結
束
し
て
 
商
旅
に
随
う
)
と
い
う
の
は
、
そ
の
例
と
い
え
よ
う
。

 
張
籍
の
例
は
こ
れ
の
み
。

〔
出
門
去
〕
門
を
出
て
去
る
。
「
出
門
」
に
つ
い
て
は
、
後
藤
秋
正
・
松
本
肇
両
氏
編
『
詩

語
の
イ
メ
ー
ジ
』
に
、
「
不
出
門
」
と
と
も
に
詳
し
い
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
(
増
野
弘

幸
氏
執
筆
)
。
そ
の
中
で
は
、

①
外
出
を
言
う
(
風
景
を
鑑
賞
す
る
こ
と
も
含
む
)

②
別
離
を
示
す
(
出
征
を
含
む
)

③
出
自
の
系
統
を
言
う

④
思
い
を
含
み
つ
つ
出
門
し
、
そ
の
思
い
と
外
の
風
景
を
重
ね
合
わ
せ
て
見
る

⑤
世
間
と
の
交
わ
り
を
い
う

と
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
こ
の
「
出
門
去
」
は
、
そ
の
中
で
は
②
の
分
類
に
入
る
、
ご
く
普
通
の
表
現
と
い
え

よ
う
が
、
詩
の
中
で
わ
ざ
わ
ざ
三
字
を
費
や
し
て
表
現
す
る
の
は
、
や
は
り
辛
い
別
れ
の

旅
立
ち
や
非
常
な
決
意
を
持
っ
た
門
出
を
強
調
す
る
た
め
の
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

 
「
出
門
去
」
の
用
例
は
、
六
朝
詩
に
は
一
例
、
陶
燭
明
『
擬
挽
歌
辞
』
三
首
其
二
(
四

部
面
面
本
巻
四
)
に
「
一
朝
出
門
去
、
帰
来
夜
未
央
」
(
一
朝
 
門
を
出
で
て
去
れ
ば
、

 
 
 
 
 
 
つ

帰
来
 
夜
未
だ
央
き
ず
)
と
い
う
。
死
を
喩
え
た
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
去
の
字
を
「
易
」

に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。

 
唐
詩
に
は
し
ば
し
ば
見
え
る
表
現
。
青
山
の
「
古
遊
侠
呈
血
中
諸
将
」
(
『
全
唐
詩
』
巻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

＝
二
〇
)
に
「
侯
剣
出
門
去
、
孤
城
逢
合
囲
」
(
剣
に
伎
り
て
 
門
を
出
で
て
去
れ
ば
、

孤
城
 
合
囲
に
逢
う
)
と
い
い
、
李
白
の
「
送
族
弟
縮
従
軍
安
西
」
(
王
碕
注
本
巻
一
七
)

に
「
爾
羅
漢
将
出
門
去
、
勇
虜
若
草
収
奇
功
」
(
爾
は
漢
将
に
随
い
 
門
を
出
で
て
去
る
、

 
 
き

虜
を
勢
る
こ
と
草
の
若
く
 
奇
功
を
収
め
よ
)
と
い
う
な
ど
の
例
は
、
従
軍
の
門
出
に
用

い
ら
れ
た
も
の
。

 
権
徳
輿
の
「
送
別
涜
汎
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
三
二
三
)
に
「
巌
車
出
門
去
、
恨
望
七
三
演
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
い
い

(
蔽
車
 
門
を
出
で
て
去
り
、
恨
湿
し
て
 
交
こ
も
面
倒
す
)
と
い
い
、
韓
愈
の
「
送
李

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
う

糊
」
(
『
繋
年
集
釈
』
巻
六
)
に
「
揖
我
出
門
去
、
顔
色
異
八
時
」
(
我
に
揖
し
て
 
門
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ね

出
で
て
去
り
、
顔
色
 
恒
の
時
に
異
な
れ
り
)
と
い
う
な
ど
の
例
は
、
友
人
と
の
別
離
の

例
。 

杜
甫
に
一
例
、
「
垂
老
別
」
(
『
詳
註
』
巻
七
)
に
「
壷
焼
出
門
去
、
同
行
為
辛
酸
」
(
杖

を
投
じ
て
 
門
を
出
で
て
去
り
、
同
行
 
為
に
辛
酸
す
)
と
い
う
場
合
は
、
老
人
が
妻
と

別
れ
て
戦
場
へ
と
旅
立
つ
例
で
、
特
に
悲
劇
的
で
あ
る
。

 
張
籍
に
は
他
に
用
例
が
な
い
。

〔
幾
時
更
閉
門
前
路
〕
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
も
う
一
度
門
の
前
の
道
を
踏
む
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
帰
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
帰
る
あ
て
は
な
い
と
い

う
方
向
が
中
心
で
あ
ろ
う
。

 
「
幾
時
」
は
、
詩
に
お
い
て
は
、
「
人
生
幾
時
」
の
よ
う
に
、
「
ど
の
く
ら
い
」
と
期
間

を
指
し
て
用
い
、
反
語
に
よ
っ
て
短
い
こ
と
を
表
現
す
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
単

に
「
い
つ
」
の
意
。
前
掲
塩
見
邦
彦
氏
『
唐
詩
口
語
の
研
究
』
に
詳
し
い
。

張
籍
に
は
他
に
七
例
い
m
「
晩
秋
閑
居
」
に
「
万
種
尽
閑
事
、
一
生
能
幾
時
」
(
万
種

 
尽
く
閑
事
、
一
生
 
能
く
幾
時
ぞ
)
と
い
う
の
が
「
ど
の
く
ら
い
」
の
例
で
あ
る
他
は
、

す
べ
て
「
い
つ
」
の
例
で
あ
る
。

 
「
門
前
路
」
は
門
の
前
の
道
。
前
の
句
の
「
出
門
去
」
を
承
け
た
表
現
で
あ
る
。
「
門

前
」
が
常
用
語
で
、
詩
に
お
い
て
も
膨
大
な
用
例
が
あ
る
の
で
、
「
門
前
路
」
も
ご
く
一
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般
的
な
こ
と
ば
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
詩
に
お
け
る
以
前
の
用
例
は
未
見
。

 
同
時
代
で
も
、
わ
ず
か
に
李
賀
の
「
将
発
」
(
王
碕
注
『
李
長
吉
歌
詩
彙
解
』
巻
三
)

に
「
三
白
遥
遥
空
、
日
満
門
前
路
」
(
秋
は
白
し
 
遥
遥
た
る
空
、
日
は
満
つ
 
門
前
の

路
)
の
例
を
み
る
の
み
。
張
籍
の
用
例
も
こ
れ
の
み
。
晩
唐
に
三
例
ほ
ど
の
例
が
残
る
。

 
こ
の
句
、
宋
本
は
「
馬
蹄
幾
時
更
気
門
」
(
馬
蹄
 
幾
時
か
 
更
に
門
を
踏
ま
ん
)
に

作
り
、
『
楽
府
詩
集
』
は
「
馬
蹄
幾
時
踏
門
路
」
(
馬
蹄
 
幾
時
か
 
門
路
を
踏
ま
ん
)
に

作
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
踏
む
」
の
直
接
の
主
語
は
、
馬
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
「
馬
蹄
」
は
馬
の
ひ
づ
め
。
曹
植
「
白
馬
篇
」
(
『
文
選
』
巻
二
七
)
に
「
仰
手
接
飛
揉
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

速
急
散
馬
蹄
」
(
手
を
仰
げ
て
 
飛
揉
に
接
し
、
身
を
画
し
て
 
馬
蹄
を
散
ら
す
)
と
見

え
る
な
ど
、
古
く
か
ら
多
く
の
用
例
が
あ
る
。

 
張
籍
に
も
他
に
六
例
の
用
例
が
あ
る
9
中
で
も
2
7
「
関
山
月
」
に
「
秋
月
明
朗
関
山
上
、

山
中
行
人
馬
蹄
響
」
(
秋
月
 
明
朗
 
関
山
の
上
、
山
中
の
行
人
 
馬
蹄
響
く
)
と
い
う

の
は
、
出
征
兵
士
の
困
難
な
旅
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
「
門
路
」
は
、
「
荊
門
路
」
「
雲
門
路
」
と
い
っ
た
「
○
門
の
路
」
と
い
う
例
以
外
に
は
、

以
前
の
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
ば
。
晩
唐
で
は
、
李
群
盗
の
「
竜
安
寺
佳
人
阿
最
歌

八
首
」
其
四
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
七
〇
)
に
「
門
路
穿
茶
焙
、
陰
門
映
書
芸
」
(
門
路
 
茶

焙
を
穿
ち
、
守
門
 
竃
突
に
映
ず
)
と
い
う
な
ど
の
用
例
が
見
え
る
。

3
・
4
 
憶
昔
君
父
納
采
時
、
不
言
身
属
遼
陽
戌

〔
憶
昔
〕
思
え
ば
昔
に
。
過
去
の
経
験
を
追
懐
し
た
り
、
歴
史
上
の
出
来
事
を
持
ち
出
す

時
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
。

 
六
朝
詩
に
も
散
見
す
る
が
、
唐
代
に
な
っ
て
た
く
さ
ん
の
用
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
三
三
安
の
「
傷
顧
学
士
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
三
八
)
に
「
江
上
江
湖
上
、
同
詠
子
衿
詩
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
り
 
 
と
も

(
憶
う
 
昔
 
江
湖
の
、
上
、
同
に
子
衿
の
詩
を
詠
ず
)
と
い
う
の
は
、
過
去
の
経
験
を
追

懐
す
る
例
で
あ
り
、
劉
希
夷
の
「
春
女
行
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
八
二
)
に
「
憶
昔
楚
王
宮
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
そ
お

玉
楼
牧
粉
紅
」
(
憶
う
 
昔
 
楚
王
の
宮
、
玉
楼
 
粉
紅
を
赦
う
)
と
い
う
の
は
、
故
事

を
持
ち
出
す
場
合
に
用
い
た
例
で
あ
る
。

 
杜
甫
に
も
多
く
の
用
例
が
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
「
垂
老
別
」
に
も
「
聖
祭
少
壮
日
、
遅

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
い

 
寛
長
嘆
」
(
憶
う
 
昔
 
少
壮
な
り
し
日
を
、
遅
 
し
て
 
寛
に
長
嘆
す
)
と
い
う
句

が
あ
っ
て
、
老
人
が
自
ら
の
過
去
を
追
憶
す
る
。
他
に
、
「
憶
昔
二
首
」
(
『
詳
註
』
巻
一

三
)
や
「
憶
昔
行
」
(
同
巻
二
一
)
が
あ
り
、
詩
の
冒
頭
に
「
憶
昔
」
の
語
を
用
い
て
過

去
を
追
懐
し
て
い
る
。

 
顧
況
の
「
棄
婦
詞
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
六
四
。
 
一
に
李
白
の
作
と
し
「
去
婦
詞
」
と
題

す
る
)
に
「
憶
昔
未
嫁
君
、
聞
君
甚
周
旋
」
(
憶
う
 
昔
 
未
だ
君
に
嫁
が
ず
、
君
が
甚

だ
周
旋
す
る
を
聞
く
)
と
い
う
の
は
、
こ
の
詩
と
同
じ
く
、
女
性
が
結
婚
前
の
こ
と
を
思

い
出
す
と
い
う
状
況
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〔
君
初
納
采
時
〕
あ
な
た
が
最
初
に
結
婚
を
申
し
込
ん
で
く
れ
た
時
。

 
「
納
采
」
は
、
婚
姻
の
時
の
六
礼
の
中
の
第
一
の
礼
。
『
儀
礼
』
士
昏
礼
や
『
礼
記
』

昏
義
に
記
述
が
あ
る
。
仲
人
の
媒
介
で
結
婚
の
話
が
ま
と
ま
る
と
、
男
の
家
か
ら
贈
り
物

を
し
て
女
の
家
が
受
け
取
る
。

 
六
朝
詩
に
も
唐
詩
に
も
、
用
例
が
検
出
し
え
な
い
。
礼
の
規
定
の
用
語
で
も
あ
り
、
詩

語
と
し
て
は
、
極
め
て
生
硬
な
こ
と
ば
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
な
お
、
そ
の
他
の
五
礼
は
以
下
の
通
り
(
な
お
、
李
冬
私
注
に
は
納
采
と
納
徴
を
混
乱

さ
せ
る
よ
う
な
表
現
が
あ
る
が
、
別
の
礼
で
あ
る
)
。

中
名
(
男
の
家
が
女
の
家
に
、
そ
の
母
の
姓
名
を
尋
ね
る
)

納
吉
(
男
の
家
が
結
婚
を
占
い
、
吉
で
あ
る
こ
と
を
女
の
家
に
知
ら
せ
る
)

納
徴
(
男
の
家
か
ら
女
の
家
に
幣
を
納
め
て
、
婚
約
の
あ
か
し
と
す
る
。
日
本
で
い
う
結

納
)請

期
(
男
の
家
が
結
婚
の
期
日
を
女
の
家
に
申
し
出
る
)

親
迎
(
男
が
女
を
迎
え
に
行
く
)

 
六
朝
詩
と
唐
詩
に
お
い
て
、
結
婚
に
お
け
る
礼
と
し
て
の
用
例
を
検
す
る
と
、
「
納
吉
」

か
ら
「
請
期
」
ま
で
の
三
礼
は
見
出
せ
な
い
。
「
問
名
」
が
六
朝
詩
に
一
例
、
三
物
沸
款

の
「
委
靡
辞
」
(
『
古
詩
紀
』
一
二
八
)
に
「
問
名
譜
帥
、
占
相
良
時
」
(
問
名
 
譜
い
帥

い
、
良
時
を
占
い
橋
す
)
と
見
え
る
の
が
、
そ
の
意
味
の
用
例
の
よ
う
で
あ
る
。
唐
詩
に

は
用
例
が
な
い
。
ま
た
「
親
迎
」
は
唐
詩
に
四
例
を
見
出
せ
る
の
み
で
、
六
朝
詩
に
は
用

例
が
な
い
。
 
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
郭
正
一
の
「
奉
和
太
子
納
妃
太
平
公
主
出
降
」
(
『
全
唐

詩
』
巻
四
四
)
に
「
礼
盛
親
迎
晋
、
声
芥
出
降
斉
」
(
礼
は
盛
ん
に
し
て
 
晋
に
親
迎
し
、

声
は
芥
と
し
て
 
斉
に
出
降
す
)
と
い
う
句
が
あ
る
。

 
い
ず
れ
も
、
や
は
り
か
た
い
こ
と
ば
で
、
詩
語
と
し
て
は
馴
染
ま
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

 
「
親
書
」
の
こ
と
ば
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
最
も
用
例
が
多
い
の
は
、
新
郎
が
自
ら
新
婦

を
迎
え
る
と
い
う
婚
礼
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
行
事
が
、
詩
の
題
材
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し

い
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

 
こ
こ
で
空
言
が
、
生
硬
な
「
納
采
」
の
こ
と
ば
を
詩
に
用
い
た
の
に
は
、
次
の
二
つ
の

理
由
が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。
 
一
つ
は
、
そ
れ
が
礼
の
規
定
に
則
っ
た
正
式
な
結
婚
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
、
き
ち
ん
と
手
続
き
を
踏
ん
だ
正
式
な
結
婚
で
あ
り
な
が
ら
、
夫
が
自

分
に
隠
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
際
立
た
せ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、

六
礼
の
中
で
も
第
一
の
「
納
采
」
の
時
で
あ
る
の
を
強
調
し
、
最
初
か
ら
ず
っ
と
自
分
を

騙
し
続
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
印
象
づ
け
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
不
言
身
属
遼
陽
戌
〕
自
分
が
遼
陽
の
守
備
兵
に
属
し
て
い
る
と
い
わ
な
か
っ
た
。
夫
が
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隠
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
非
難
の
こ
と
ば
。

 
「
遼
陽
」
は
地
名
。
現
在
の
遼
寧
省
遼
陽
市
一
帯
。
「
戌
」
は
防
衛
の
軍
隊
。
李
平
生

注
に
、
戌
は
辺
防
地
区
の
営
塁
・
城
墜
の
こ
と
を
も
指
す
こ
と
、
北
魏
が
辺
境
の
要
地
に

兵
を
お
い
て
防
衛
し
、
大
き
な
も
の
を
「
鎮
」
、
小
さ
い
も
の
を
「
戌
」
と
称
し
た
こ
と
、

北
辺
で
州
郡
を
設
け
な
い
地
で
は
、
戌
は
鎮
に
属
し
て
お
り
、
遼
陽
も
そ
う
い
っ
た
状
況

で
あ
っ
た
こ
と
等
を
指
摘
し
て
い
る
。

 
詩
に
お
け
る
用
例
は
、
六
朝
で
は
歯
面
に
一
例
見
え
る
の
み
。
「
擬
詠
懐
二
十
七
首
」

其
二
〇
(
『
庚
子
山
集
注
』
年
三
)
に
「
代
郡
蓬
初
転
、
遼
陽
桑
欲
乾
」
(
代
郡
 
蓬
は
初

め
て
転
じ
、
罰
則
 
桑
は
乾
か
ん
と
欲
す
)
と
い
う
。
代
郡
と
と
も
に
北
方
の
辺
境
を
表

す
こ
と
ば
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
唐
詩
に
お
い
て
は
、
辺
塞
を
表
す
地
名
と
し
て
、
初
唐
か
ら
多
く
の
詩
に
詠
じ
ら
れ
て

い
る
。
陳
注
に
も
引
く
沈
倫
期
の
「
古
意
呈
補
妙
華
知
之
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
九
六
)
に
「
九

月
寒
砧
催
木
葉
、
十
年
征
戌
憶
遼
陽
」
(
九
月
 
寒
砧
 
木
葉
を
催
し
、
十
年
 
征
戌

遼
陽
を
憶
う
)
と
い
い
、
張
九
齢
の
「
饅
主
尚
書
出
国
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
四
九
)
に
も
「
夏

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
た
た

葦
登
階
首
、
秋
露
泣
遼
陽
」
(
夏
雲
 
朧
首
に
登
り
、
秋
露
 
遼
陽
に
泣
る
)
の
句
が
あ

る
。
と
も
に
辺
境
の
地
の
代
表
と
し
て
こ
の
地
名
を
用
い
て
い
る
。

 
ま
た
、
陳
子
昂
の
「
征
東
至
聖
門
馬
蝉
十
一
参
軍
夢
裡
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
八
三
)
に
は
、

「
若
問
遼
陽
戌
、
悠
悠
天
際
旗
」
(
若
し
重
陽
の
戌
を
問
わ
ば
、
悠
悠
た
り
 
天
際
の
旗
)

と
、
「
戌
」
の
文
字
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
張
籍
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。

 
こ
の
頓
句
、
夫
を
非
難
す
る
部
分
の
最
初
の
二
百
。
夫
が
結
婚
の
最
初
か
ら
自
分
を
騙

し
て
、
い
ず
れ
訪
れ
る
別
れ
を
隠
し
て
い
た
こ
と
を
な
じ
る
。

5
・
6
 
早
知
今
日
当
別
離
、
成
君
家
計
良
為
誰

〔
早
知
今
日
当
別
離
〕
今
日
お
別
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
も
っ
と
早
く
分
か

っ
て
い
た
ら
。

 
「
早
知
」
は
、
早
く
か
ら
分
か
っ
て
い
る
の
意
。
身
中
で
も
六
朝
か
ら
し
ば
し
ば
用
い

ら
れ
る
。
こ
の
句
の
よ
う
に
、
苦
い
悔
恨
と
と
も
に
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
、
王
昌
齢
の

「
従
軍
行
二
首
」
其
一
に
「
早
知
行
路
難
、
悔
不
理
章
句
」
(
早
に
行
路
の
難
き
を
知
ら

 
 
 
 
 
お
さ

ば
、
章
句
を
理
め
ざ
る
を
悔
い
ん
や
)
と
い
い
、
寄
参
の
「
行
軍
二
首
」
其
二
(
『
校
注
』

巻
三
巻
)
に
「
早
知
逢
世
乱
、
少
小
護
読
書
」
(
早
に
世
乱
に
逢
う
を
知
ら
ば
、
少
小

護
り
に
書
を
読
み
き
)
と
い
う
な
ど
が
あ
る
。
張
籍
に
は
他
に
二
例
。
と
も
に
ず
っ
と
以

前
か
ら
評
判
を
聞
い
て
い
た
と
い
う
文
脈
で
用
い
て
い
る
。

 
「
今
日
」
は
常
用
の
こ
と
ば
。
1
2
「
築
城
詞
」
に
も
見
え
た
。
そ
の
【
語
釈
】
参
照
。

張
籍
が
「
別
離
」
と
と
も
に
用
い
た
例
と
し
て
は
、
5
0
「
別
段
生
」
に
「
貧
賎
事
倶
難
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
日
有
別
離
」
(
貧
賎
 
軍
帽
に
難
く
、
今
日
 
別
離
有
り
)
の
句
が
あ
る
。
こ
れ
は
友

人
と
の
別
離
の
例
。
こ
こ
で
「
今
日
」
の
語
を
用
い
る
の
は
、
「
今
に
な
っ
て
」
と
い
う

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

 
「
別
離
」
も
常
見
の
語
で
、
膨
大
な
用
例
が
あ
る
。
陳
注
に
は
【
詳
解
】
に
も
見
え
た

『
楚
辞
』
の
例
を
引
く
。
張
籍
に
は
、
詩
題
で
3
6
「
遠
別
離
」
が
あ
る
ほ
か
、
話
中
で
は

他
に
十
五
例
の
用
例
が
あ
る
(
丸
山
茂
氏
の
索
引
に
よ
れ
ば
十
六
例
と
な
る
が
、
そ
の
う

ち
一
例
は
劉
萬
錫
の
「
楊
柳
枝
詞
」
)
。
友
人
と
の
別
れ
を
表
現
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ

が
、
5
4
「
思
遠
人
」
に
「
楊
柳
別
離
処
、
夏
蝉
今
野
島
」
(
楊
柳
 
別
離
の
処
、
秋
蝉

今
復
た
鳴
く
)
と
い
う
の
は
、
男
女
の
別
れ
を
い
う
例
で
あ
ろ
う
か
。

〔
成
君
家
計
良
為
誰
〕
あ
な
た
の
家
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
る
の
は
、
い
っ
た
い
誰
の
た
め

な
の
で
し
ょ
う
か
。

 
「
家
計
」
は
、
家
事
に
関
す
る
計
画
、
家
の
仕
事
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
『
韓
非
子
』
等

に
見
え
る
古
い
こ
と
ば
だ
が
、
詩
に
お
け
る
用
例
は
少
な
く
、
六
朝
で
は
民
歌
「
捉
搦
歌

四
曲
」
其
四
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
五
)
に
「
小
時
憐
母
大
憐
婿
、
何
不
早
嫁
論
家
計
」
(
小

時
は
母
を
憐
れ
み
 
大
に
は
婿
を
憐
れ
む
、
何
ぞ
早
に
嫁
し
て
家
計
を
論
ぜ
ざ
る
)
と
い

う
例
を
見
る
の
み
。
唐
に
お
い
て
も
、
盛
唐
ま
で
の
例
は
、
青
鷺
に
二
例
見
え
る
の
み
で

あ
る
。
陳
注
に
引
く
例
を
挙
げ
れ
ば
、
「
贈
酒
泉
韓
太
守
」
(
『
校
注
』
巻
二
)
に
「
俸
銭

尽
供
客
、
家
計
亦
清
貧
」
(
俸
銭
 
尽
く
客
に
供
し
、
家
計
も
亦
た
清
貧
)
と
い
う
。
こ

の
例
は
家
の
仕
事
の
中
で
も
会
計
の
こ
と
に
中
心
が
あ
る
表
現
の
よ
う
だ
。

 
張
番
に
は
他
に
一
例
、
4
4
「
寄
十
六
侍
御
」
に
「
積
卸
金
資
将
立
道
、
肯
嫌
家
計
不
如

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
」
(
積
み
得
た
り
 
薬
資
の
将
に
道
を
助
け
ん
と
す
る
を
、
肯
え
て
嫌
わ
ん
 
家
計
の

人
に
如
か
ざ
る
を
)
の
句
が
あ
る
。
こ
れ
も
経
済
的
な
こ
と
に
傾
く
で
あ
ろ
う
。

 
「
良
」
の
文
字
、
「
ま
こ
と
に
」
と
訓
じ
た
が
、
李
冬
生
注
は
「
精
善
、
賢
能
」
と
注

し
て
、
心
を
込
め
て
き
り
も
り
す
る
と
い
う
よ
う
な
意
で
解
し
て
い
る
。

 
こ
の
二
句
、
は
っ
き
り
と
は
意
味
を
つ
か
み
が
た
い
。

 
徐
注
は
、
「
成
君
家
計
」
に
、
「
与
祢
成
為
家
属
、
為
祢
完
成
春
属
」
と
注
し
た
上
で
、

「
も
し
結
婚
し
た
後
、
今
日
に
な
っ
て
別
れ
る
こ
と
を
早
く
か
ら
知
っ
て
い
た
ら
、
私
は

実
際
誰
の
た
め
に
家
族
を
完
成
さ
せ
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
も
し
あ
な
た
の
た
め
と
い
う

な
ら
、
あ
な
た
は
妻
と
別
れ
る
の
だ
し
、
も
し
私
の
た
め
と
い
う
な
ら
、
私
は
夫
と
別
れ

る
の
で
す
か
？
」
と
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
る
。

 
徐
注
と
は
や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
も
し
今
日
の
別
れ
を
早
く

か
ら
知
っ
て
い
た
ら
、
い
っ
た
い
誰
の
た
め
に
家
の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
解
し
て
み
た
。
前
の
部
分
で
、
夫
が
結
婚
前
に
知
ら
せ
て
く
れ
な
か
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五

つ
た
こ
と
を
責
め
た
の
を
承
け
て
、
「
今
日
の
別
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
あ
な

た
の
た
め
に
と
尽
く
し
て
き
た
が
、
も
し
知
っ
て
い
た
ら
誰
の
た
め
な
の
か
分
か
ら
な
か

っ
た
ろ
う
」
と
、
さ
ら
に
夫
に
詰
め
寄
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
早
く
教
え
て

く
れ
て
い
れ
ば
、
別
れ
が
運
命
づ
け
ら
れ
た
こ
ん
な
結
婚
な
ど
し
な
か
っ
た
の
に
、
と
い

う
気
持
ち
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
次
の
二
句
で
、
さ
ら
に
夫
を
な
じ
る
こ
と
ば
に
続
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
張
籍
に
は
「
少
年
時
」

莫
軽
少
年
時
」
(
看
却
す

の
用
例
が
も
う
一
例
、
6
0
「
春
日
留
別
」
に
「
看
却
春
人
晩
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春
人
の
晩
、
軽
ん
ず
る
己
れ
 
少
年
の
時
)
と
見
え
る
。

 
こ
の
平
句
、
夫
を
責
め
る
部
分
の
最
後
の
言
句
。
「
男
に
は
出
征
は
付
き
も
の
だ
」
と

い
う
、
当
然
予
想
さ
れ
る
反
論
を
提
示
し
た
の
ち
、
「
私
の
青
春
を
台
無
し
に
は
で
き
な

い
は
ず
だ
」
と
、
さ
ら
に
反
駁
を
加
え
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

7
・
8
 
男
児
生
身
自
有
役
、
那
得
誤
我
少
年
時

〔
男
児
生
身
自
有
役
〕
男
と
し
て
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
、
お
の
ず
と
兵
役
が
あ
る
。

 
「
男
児
」
も
常
用
の
語
。
詩
に
お
い
て
も
、
古
く
辛
延
年
の
「
羽
林
郎
党
」
(
『
玉
皇
新

誌
』
巻
一
)
に
「
男
児
愛
後
婦
、
女
子
重
前
夫
」
(
男
児
は
後
婦
を
愛
し
、
女
子
は
前
夫

を
重
ん
ず
)
の
句
が
あ
る
な
ど
、
無
数
の
用
例
が
あ
る
。
陳
套
は
、
杜
甫
に
十
二
例
あ
る

う
ち
の
「
血
相
血
行
」
(
『
仁
君
』
巻
一
四
)
に
「
男
児
生
無
割
白
頭
身
白
、
牙
歯
欲
落
真

可
惜
」
(
男
児
 
生
ま
れ
て
成
す
並
無
く
 
頭
は
謹
白
、
牙
歯
は
落
ち
ん
と
欲
し
 
真
に

惜
し
む
べ
し
)
と
い
う
例
を
引
く
。
張
籍
に
は
こ
の
一
例
の
み
。

 
「
生
身
」
は
以
前
の
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
六
朝
詩
で
は
飽
照
の
「
苦
熱
行
」
(
『
文

選
』
巻
二
八
)
に
「
生
躯
踏
死
地
、
昌
志
登
禍
機
」
(
生
躯
 
死
地
を
踏
み
、
昌
志
 
禍

機
に
登
る
)
と
、
類
似
し
た
「
生
躯
」
の
表
現
が
見
え
る
の
み
。
唐
詩
で
は
、
着
駅
に
な

っ
て
「
琴
操
十
首
」
其
八
「
堆
朝
権
操
」
(
『
繋
年
鄭
重
』
巻
一
一
)
に
「
生
身
七
十
年
、

無
一
罪
与
妃
」
(
身
を
生
じ
て
 
七
十
年
、
一
の
妾
と
妃
と
無
し
)
と
い
う
句
な
ど
が
見

え
る
。
張
籍
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。

〔
那
得
誤
我
少
年
時
〕
ど
う
し
て
私
の
若
い
時
期
を
誤
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

 
「
誤
」
は
、
こ
こ
で
は
、
台
無
し
に
す
る
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
す
る
、
と
い
っ
た
ニ
ュ

ア
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
「
古
詩
十
九
首
」
其
十
二
(
『
文
選
』
巻
二
九
)
の
「
服
立
論
神
仙
、

多
為
薬
所
誤
」
(
服
食
し
て
 
神
仙
を
求
む
る
も
、
多
く
薬
の
誤
る
所
と
為
る
)
や
、
杜

甫
の
「
奉
贈
章
左
丞
二
十
二
韻
」
(
『
詳
註
』
巻
一
)
に
「
紋
袴
不
餓
死
、
儒
冠
多
誤
身
」

(
紋
袴
 
餓
死
せ
ず
、
儒
冠
 
多
く
身
を
誤
る
)
な
ど
が
、
こ
れ
と
近
い
用
い
方
と
い
え

よ
う
か
。

 
「
少
年
」
は
、
す
で
に
し
ば
し
ば
見
え
た
。
3
「
雑
怨
」
の
【
語
釈
】
参
照
。
そ
こ
に

引
い
た
梁
の
簡
文
帝
の
「
妾
薄
命
」
も
、
「
時
」
の
字
を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、

以
前
の
詩
に
「
少
年
時
」
の
用
例
も
散
見
す
る
。
杜
甫
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
「
酔
為
馬

墜
諸
公
携
酒
相
看
」
(
『
着
弾
』
巻
一
八
)
に
「
騎
馬
忽
憶
少
年
時
、
散
蹄
送
落
羅
塘
石
」

(
馬
に
騎
り
て
忽
ち
憶
う
 
少
年
の
時
、
蹄
を
散
じ
て
下
落
す
 
崔
塘
の
石
)
の
句
が
あ

る
。

9
・
1
0
 
不
如
逐
君
征
戦
死
、
誰
能
総
出
空
閨
裏

〔
不
如
逐
君
征
戦
死
〕
あ
な
た
を
追
っ
て
出
征
し
、
死
ん
だ
方
が
ま
し
だ
。

 
「
征
戦
」
は
、
陳
注
に
も
引
く
王
子
の
「
涼
州
詞
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
五
六
)
に
「
酔

臥
沙
場
特
認
笑
、
古
来
征
戦
幾
人
回
」
(
酔
う
て
相
場
に
臥
す
と
も
 
君
笑
う
釣
れ
、
古

来
征
戦
 
幾
人
か
回
る
)
の
有
名
な
用
例
が
あ
る
が
、
六
朝
詩
に
は
二
例
し
か
用
例
が
見

出
せ
ず
、
そ
の
う
ち
一
例
は
制
作
年
代
の
よ
く
分
か
ら
な
い
、
藥
瑛
作
と
伝
え
ら
れ
る
「
胡

茄
十
八
拍
」
第
十
拍
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
五
九
)
で
あ
る
。
そ
れ
を
除
け
ば
、
北
野
の
王

褒
の
「
従
軍
行
二
首
」
其
一
(
『
文
苑
英
華
』
巻
一
九
九
)
の
「
兵
書
久
閑
習
、
征
戦
数

曽
経
」
(
兵
書
 
久
し
く
閑
に
習
い
、
征
戦
 
忘
し
ば
曽
て
経
た
り
)
の
例
し
か
見
当
た

ら
な
い
。

 
唐
代
に
入
る
と
、
初
唐
か
ら
極
め
て
多
く
の
用
例
が
残
さ
れ
て
お
り
、
唐
人
の
好
ん
だ

詩
語
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
李
端
の
「
宿
石
澗
店
聞
婦
人
契
」
(
『
全
唐
詩
』
野
飼
八
六
)

に
は
「
自
説
夫
君
征
戦
死
、
朝
来
逢
著
旧
将
軍
」
(
自
ら
食
う
 
夫
は
征
戦
に
因
り
て
死

す
、
朝
来
 
旧
将
軍
に
逢
著
す
と
)
と
、
「
死
」
の
字
を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
杜
甫
に
は
、
異
同
の
あ
る
一
例
を
除
け
ば
用
例
が
な
い
。

 
六
籍
の
用
例
は
他
に
二
例
、
と
も
に
楽
府
で
あ
る
。
う
ち
3
4
「
妾
薄
命
」
に
「
君
愛
竜

子
征
戦
功
、
訴
願
青
楼
歌
楽
同
」
(
君
は
愛
す
 
竜
城
 
征
戦
の
功
、
妾
は
願
う
 
青
楼

に
歌
楽
を
同
じ
う
す
る
を
)
と
い
う
例
は
、
出
征
兵
士
の
妻
を
詠
じ
た
楽
府
に
用
い
ら
れ

た
例
で
あ
る
。

〔
誰
能
独
老
空
閨
裏
〕
 
一
人
ぼ
っ
ち
の
部
屋
で
年
老
い
る
の
に
、
誰
が
耐
え
ら
れ
よ
う
。

 
陳
注
に
引
く
、
「
古
詩
十
九
首
」
其
二
(
『
文
選
』
巻
二
九
)
の
「
蕩
子
行
不
帰
、
二
二

難
管
守
」
(
白
子
 
行
き
て
帰
ら
ず
、
空
床
 
独
り
守
り
難
し
)
の
句
を
思
い
起
こ
さ
せ

る
句
で
あ
る
。

 
「
空
閨
」
は
、
夫
の
い
な
い
寝
室
。
曹
植
の
「
嘉
詩
六
首
」
其
三
(
『
文
選
』
巻
二
九
)

に
「
愚
身
守
空
閨
、
良
人
行
従
軍
」
(
妾
身
 
空
閨
を
守
り
、
良
人
 
行
き
て
従
軍
す
」

と
い
い
、
江
俺
の
「
採
石
上
菖
蒲
」
(
乱
吟
騨
註
『
江
文
通
彙
註
』
巻
三
)
に
「
不
見
空

閨
裏
、
縦
横
愁
思
端
」
(
見
ず
 
空
閨
の
裏
、
縦
横
 
愁
思
の
端
)
と
い
う
な
ど
、
多
く
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の
用
例
が
あ
る
。
後
者
は
「
裏
」
の
文
字
と
と
も
に
用
い
て
い
る
。

 
ま
た
、
賀
蘭
進
明
の
「
行
路
難
五
首
」
其
三
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
五
八
。
あ
る
い
は
高

唱
の
「
零
下
曲
」
と
す
る
。
『
全
唐
詩
』
巻
一
＝
三
)
に
は
「
蕩
子
羊
軍
事
征
戦
、
蛾
眉

揮
娼
守
空
閨
」
(
魚
子
は
従
軍
し
て
 
征
戦
を
事
と
し
、
蛾
眉
は
揮
娼
と
し
て
 
空
閨
を

守
る
)
と
、
「
征
戦
」
と
と
も
に
用
い
て
い
る
。
杜
甫
に
は
用
例
が
な
く
、
張
籍
は
こ
の

一
例
の
み
。

 
別
れ
る
く
ら
い
な
ら
夫
の
戦
争
に
つ
い
て
行
き
た
い
と
い
う
妻
の
思
い
は
、
杜
甫
の
「
新

婚
別
」
(
『
詳
註
』
巻
七
)
に
も
描
か
れ
る
。
「
新
婚
別
」
で
は
、
「
誓
欲
随
野
駒
、
形
勢
反

蒼
黄
。
勿
為
新
婚
念
、
努
力
事
挙
行
。
婦
人
在
軍
中
、
六
気
恐
不
揚
」
(
誓
い
て
君
に
随

い
て
去
か
ん
と
欲
す
る
も
、
形
勢
 
反
っ
て
蒼
黄
。
為
す
勿
か
れ
 
新
婚
の
念
を
、
努
力

し
て
 
戎
行
を
事
と
せ
よ
。
婦
人
 
軍
中
に
在
ら
ば
、
兵
気
 
恐
ら
く
は
揚
ら
ざ
ら
ん
)

云
々
と
、
い
わ
ば
夫
の
立
場
を
気
遣
っ
て
衝
動
を
抑
え
る
妻
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
張
籍

の
こ
の
詩
で
は
、
非
常
に
率
直
に
自
分
の
思
い
を
ぶ
つ
け
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

【
補
】

 
こ
の
詩
は
、
押
韻
の
上
か
ら
は
、
1
～
4
句
/
5
～
8
句
/
9
・
1
0
句
と
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
第
3
句
冒
頭
に
「
憶
昔
」
の
表
現
が
あ
っ
て
詩
中
の
時
間
が
転
換
し
て
お

り
、
意
味
の
上
か
ら
は
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

1
・
2
句
-
夫
の
出
発
の
状
況
と
、
二
度
と
は
会
え
な
い
気
持
ち

4
～
8
句
-
夫
に
対
す
る
非
難
の
こ
と
ば
。

9
・
1
0
句
-
妻
の
悲
痛
な
決
意
。

 
特
に
中
間
の
夫
に
対
す
る
非
難
の
部
分
は
、
夫
が
隠
し
て
い
た
こ
と
を
責
め
、
自
分
の

努
力
が
無
駄
だ
っ
た
こ
と
を
怒
り
、
反
論
を
予
測
し
て
そ
れ
に
反
駁
す
る
、
と
い
う
流
れ

の
よ
う
で
、
非
常
に
リ
ア
ル
で
生
彩
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
【
題
解
】
に
述
べ
た
よ
う
に
、
別
離
を
詠
ず
る
「
古
別
離
」
の
系
統
の
楽
府
に
は
、
様

々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
い
わ
ば
「
手
垢
の
付
い
た
」
素
材
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中

で
も
、
賢
婦
の
こ
の
作
は
、
畳
み
か
け
る
よ
う
に
男
性
の
不
実
を
な
じ
る
、
女
性
の
率
直

な
思
い
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
異
色
の
作
品
と
い
え
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ

ま
で
訳
注
を
施
し
た
中
に
も
、
7
「
征
婦
怨
」
1
0
「
寄
衣
曲
」
等
、
非
常
に
強
い
調
子
で

女
性
の
真
情
を
詠
じ
た
作
品
が
あ
っ
た
。

 
張
籍
の
楽
府
の
中
で
女
性
の
姿
を
生
き
生
き
描
く
作
品
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
徐
注
本
の
「
導
言
」
で
も
張
王
の
楽
府
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
触
れ
、
続

い
て
赤
井
益
久
氏
が
「
張
王
楽
府
論
(
上
)
」
(
『
漢
文
学
会
々
報
』
第
三
六
輯
、
一
九
八

○
年
)
で
、
張
籍
楽
府
の
特
質
で
あ
る
「
民
衆
の
苦
楽
の
描
出
」
の
中
で
も
、
特
に
女
性

を
描
い
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
張
修
蓉
氏
が
『
中
唐
楽
府
詩

研
究
』
に
お
い
て
、
「
代
婦
女
訴
怨
的
楽
府
詩
」
を
主
要
な
三
つ
の
題
材
の
一
つ
と
し
、

紀
作
亮
氏
も
『
張
籍
研
究
』
(
黄
山
書
社
、
一
九
八
六
年
)
に
お
い
て
「
同
情
広
大
婦
女

的
悲
惨
遭
遇
」
を
取
り
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
専
論
と
し
て
は
、
高
卑
蘭
氏
に
「
試
論
張

籍
詩
中
的
婦
女
形
象
」
(
『
大
陸
雑
誌
』
第
九
五
巻
第
二
期
、
一
九
九
七
年
)
が
あ
る
な
ど
、

多
く
の
優
れ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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